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Text : 世良 耕太 (Kota Sera) Photo : TOYOTA 


カ ー ボ ン 織 維 強 化 プ ラス チッ ク (CFRP) 
の 地 が むき 出し の 、 い か に も レー シン グ 
カー 然 と し た コク ピッ ト で ある 。 ハ ンド ル 位 置 
が 左 で ある こと を 含め 、TS050 HYBRID の コ 
ン セ プ ト を 受け 継い で いる よう だ 。 
ハン ドル 位置 は 右 回 り の ル ・ マ ン 24 時 間 レ 
ー ス を 基準 に 考え る の が 一 般 的 だ 。 ド ライ バー 
交替 時 の 効率 と 、 視 界 (コー ナー で エイ ペッ ク 
ス が 確認 で きる こと が 重要 ) な どか ら 総 合 的 に 
判断 する 。 ア ウデ ィ は オー プン ボディ の R15 
系 か ら 、 ク ロー ズ ド ボディ の R18 系 に 切り 換 
えた 12 年 に 右 ハ ンド ル に 切り 換え た 。 こ れ は 「 空 
力 性 能 を 切り 詰め て モノ コッ ク を 設計 し た ら フ 
ッ ト ボ ックス が タイ ト に な っ た か ら 」 と 説明 し 
て いた 。 左右 どちら の ハン ドル 位置 に し て も ね 
じ れ た 姿勢 を 強い られ る が 、 右 ハン ドル の ほう 
が マシ と いう 判断 だ っ た 。 ポ ル シ ェ 919 ハ イブ 


NN hhv で ~ 


YRNNN で で 3 TS050 と ほぼ 同等 の ボタ ン 配 列 を 持つ ス 
テア リン グ 。050 で は 右上 の 赤い ピッ トレ 
ー ン ボタ ン と 対称 に 配置 され た 左側 最上 
部 が HV ボ タン と し て 割り 当て られ て いた 。 
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TS050 HYBRID の コン セプト を 継承 
コン ソー ル 側 に も ブレ ー キ バラ ンス 調整 を 追加 


リッ ド は 左 で 、 バ イコ レス は 右 。LMP2 で は 、 
オレ カ 、 ダ ラー ラ 、 マ ル チ マ チッ ク は 左 、 リ ジ 
ェ は 右 ハ ンド ル で ある 。 

GR010 HYBRID の コク ピッ ト に 戻る と 、 操 
作 ス イッ チ 系 は ステ アリ ング ホイ ー ル 上 と セン 
ター コン ソー ル パ ネ ル 上 に 分 散 配 置 さ れ て いる 。 
無線 や フル コー スイ エロ ー 時 の スピ ー ド リ ミ ッ 
ター な ど 使 用 頻度 の 高い スイ ッ チ は ステ アリ ン 
グ 、 ワ イ パ ー や リザ ー ブ フ ュー エル サプライ な 
ど 使用 頻度 の 低い スイ ッ チ は セン ター コン ソー 
ル に 配置 する 。 ス テア リン グ ホ イー ル の 上 部 に 
大 型 液晶 ディ スプ レイ が 追加 され た の は 16 年 
に 投入 され た TS050 HYBRID か ら で 、 
GRO010 HYBRID も この と き に 導入 され た 仕様 
を 受け 継ぐ で 。 た だ し 、 各 スイ ッ チ に 対す る 機能 
の 割り 当て は 一 部 変更 され て いる 。 

050 と の 最大 の 違い は 、 ス テア リン グ と セン 
ター コン ソー ル パ ネ ル の あい だ に 前 後 の ブ レー 
キバ ラン ス を 調節 する ダイ ヤル が 追加 され た こ 
と 。 ス テア リン グ に も 調節 ダイ ヤル は 残っ て い 
る が 、 コ ー ナ ー ご と に 細か く 変 える (ステ アリ 
ング ) 用 途 と 、 全 体 を 大 きく 変え る (セン ター) 
で 、 役 割 を 分 け て いる の だ ろう か 。 


及 及 // 誠 7/ 月 /// 


27 。 GR010 HYBRID 


S050 HYBRID は フォ ー ミ ュ ラ カー の 

よう な 細い ノー ズ の 両 サ イド に カウ ル を 
伸ばし て 左右 フロ ント フェ ンダ ー と の あい だ を 
つない で いた 。 こ の 構成 が 、 い か に も プロ ト タ 
イプ カー 然 と し た 表情 を か た ち 作 っ て いた 。 
LMH 規 定 に 合致 させ て 設計 し た GRO10 
HYBRID は 、 デ ル タ ウ イン グ 状 の パネ ル が 左 
右 フ ロン ト フ ェ ン ダー を 結ん で お り 、TS050 
と は 異 な る イメ ー ジ を 生ん で いる 。 フロ ント の 
クラ ッ シ ャ ブル スト ラク チャ ー を うま く 隠 し た 
処理 で あり 、 市 販 バ ー ジ ョ ン と の 共通 性 を 意識 
し た 処理 だ ろう 。 光源 に LED を 使用 する ヘッ 
ドラ イト の グラ フィ ッ ク は 、「| 親 |] で ある 
TS050 を その まま 受け 継い で いる 。 目元 が そ 
っ くり で 顔 が 似 て いる の は その た め だ 。 


市 販 バ ー シ 


ン ョ ン と の 共通 性 を 意識 し つつ 


大 型 化 さ れ た ディ フュ ー ザ ー を 活用 する 処理 に 


Text : 世良 耕太 (Kota Sera) Photo : TOYOTA 


LMP1 時 代 は 空力 性 能 を 徹底 的 に 追求 する こ 
と が で きた が 、LMH 規 定 で は ダウ ン フ ォ ー ス 
と ドラ ッ グ (空気 抵抗 ) の 比 で 導き 出さ れる 空 
力 効率 (L プ D) を 定め られ た 範囲 に 収め る 必 
要 が ある 。 開発 コス ト を 抑え る の が 狙い で 、 空 
力 パ ッ ケ ー ジ は 1 仕様 に 限定 。 前 シー ズン まで 
の よう に ル ・ マ ン に 特 化 し た ロー ドラ ッ ク 仕 様 
と 、 そ れ 以 外 の サー キッ ト に 適し た ハイ ダウ ン 
フォ ー ス 仕様 を 用 意 す る こと は で き な い 。 た と 
える な ら 、 昨 和 李 ま で の ハイ ダウ ン フ ォ ー ス 仕様 
で すべ て の コー ス に 対処 する 格好 。 性能 の 絶対 
値 を 追う の で は な く 、 前 項 で 村田 チー ム 代 表 が 
言及 し て いる よう に 、「 前 の クル マ に 追い 付い 
た ら ダ ウン フォ ー ス が 抜け る こと な く 一 気 に 抜 
ける | し 、|「 雨 で も 強い | 特性 に する の が 空力 
開発 の 狙い だ 。 

GRO010 HYBRID の 表情 を 特徴 づけ る デル タ 
ウイ ング 状 の パネ ル は 、 フ ロン トカ ウル と 重 な 
る よう な 配置 と な っ て お り 、 
抜け る 構造 に な っ て いる 。 ス プリ ッ タ ー ( フ 
5 の の 2 
う 。 フ ロン ト の 開口 部 は 大 きく 、 フ ラッ プ を 備 
えた スプ リッ ター の 働き は 良さ そう だ 。 

サイ ド か ら 眺 め る と フロ ント フェ ンダ ー の 前 
面 は 大 きく ラウ ンド し て いる の が 分 か る 。 フ ロ 
ント の 大 き な 開 口 と 合わ せ 、 ど ちら か と いう と 
ドラ ッ ク グ 低 減 よ り も ダウ ン フ ォ ー ス 増 を 意識 し 
た 処理 だ 。TS050 の 最終 仕様 は リヤ ビュ ー ミ 
ラー を フロ ント フェ ンダ ー と 一 体 化 さ せ て いた 
が 、GRO010 HYBRID は コン ベン ショ ナル な ウ 
イン グミ ラー を 採用 し て いる 。 

下部 を えぐ っ て 空気 の 流 路 を 確保 し た 処理 は 


TS050 の DNA を 強く 感じ る 部 分 だ 。 そ し て 、 
その 後方 に 注目 で ある 。 リ ヤ タ イヤ の 前 方 に 開 
口 部 が あり 、 デ ィ フ ュー ザー 上 面 に 向け て 貫通 


し て いる 。 こ れ は TS050 の 17 年 仕様 で 採用 し 、 


18-19 年 仕様 まで 使い 続け た 処理 だ 。 サ イド ポ 
ン ツ ー ン 側面 に 沿っ た 空気 を ディ フュ ー ザ ー 上 
面 開口 部 に 向け て 流す こと で 、 デ ィ フ ュー ザー 
の 効果 を 高め る の が 狙い だ 。 

その 流れ で リヤ に 目 を 移す と 、 デ ィ フ ュー ザ 
ー 上 面 開口 部 は 大 きく 、 リ ヤ カ ウ ル が 大 きく 跳 
ね 上 が っ て いる こと が 推察 で きる 。 フ ロン ト と 
同様 に 、 ダ ウン フォ ー ス を 意識 し た 処理 だ 。 
LMH の 技術 規 昌 で は ディ フュ ザー を 「 フ リー」 
と 規定 し て いる 。LMP1 時 代 の 終盤 は 最大 幅 


1000mm、 最 大 高 さ 150mm に 規定 され て いた 。 
GR010 HYBRID の ディ フュ ー ザ ー は どう 考え 
て も それ より 大 きく (と くに 高 さ 方 向 )、 人 迫力 
満点 で ある 。 追い抜き 時 の 後ろ 姿 で 鮮烈 な 印象 
を 残し そう だ 。 

TS050 は リヤ フェ ンダ ー 後 端 を スト ン と 裁 
ち 落 と し た 形状 と し て いた が 、GRO010 
HYBRID は ラウ ンド し た 形状 と し て いる 。 こ ご 
れ も 性 能 で は な く 、 市 販 車 と の 共通 性 を 意識 し 
た 結果 だ ろう 。 リ ヤ ウ イ ング は シャ ー ク フィ ン 
で 支え ず 、 ス ワン ネッ ク 型 の 2 本 の ステ ー で 支 
持 す る 構造 。 エ ンジ ン の 吸気 を 取り 込む ルー フ 
上 の イン ダク ショ ン ボ ポッ ド は TS050 よ り 大 型 だ 。 
ルー フ の 前 端 で は な く 後 端 に ある の は 、 市 販 車 
と の 関連 だ ろう か 。 空気 取り 入れ の 効率 を 高め 
る た め 、 ル ー フ に ガイ ド を 設け て いる の が 目 を 
引く 。 
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硬 目 すべ き 7 つ の 戦い 


アル ファ タウ リ が 角田 裕 毅 と 契約 する な ど 


多く の チー ム が 新た な 顔ぶれ で 2021 年 シー ズン に 臨む 


今季 は チー ム メ イト 同士 の 争い が 注目 どこ ろ の ひと つ に な り そ う だ 


円 本 の 読者 の 皆さん 、 ハ ッ ピ ー ニ ュー イヤ 
ー! 今年 が より 良い 年 に な る こと を 誰 
も が 望ん で いる が 、 イ ギリ ス な ど 欧 州 の 国々 は 
再び ロッ クダ ウン に 突入 し た 。 開幕 戦 オ ー ス ト 
ラリ ア GP も 開催 され る か 定か で は な い が 、 こ 
ん な と きこ そ “ポジ ティ ブ "” な 面 に 目 を 向け よ 
う 。 と いう の も 、 今 年 の F1 は 7 チー ム が ライ 
ン ア ッ プ を 変更 する の だ (本 項 執筆 時 点 で ルイ 
ス ・ ハ ミル トン は メル セ デ ス と の 契約 を 更新 し 
て いな い が 、 残 留 は ほぼ 確実 と 見 られ る )。 
レッ ドブ ル は クリ スマ ス 休 暇 の 直前 、21 年 
は アレ クサ ンダ ー・ ア ル ボ ン に 代わ り 、 セ ル ジ 
オ ・ ペ レス が ステ アリ ング を 握る こと を 発表 し 


た 。 レ ッ ド ブル の シー ト は ペレ ス に ふさ わし い 。 


昨年 の ペレ ス は 新型 コロ ナ 感 染 で 2 戦 を 欠場 し 
た が 、 サ ク ヒ ー ル GDP で 初 優勝 を 遂げ 選手 権 4 


位 を 獲得 。 い ま 絶 頂 期 に いる こと は 間違い な い 。 


た だ し 、 今季 の 僚 友 マッ クス ・ フ ェ ル スタ ッ ペ 
ン は 、 ラ ンス ・ ス トロ ー ル と は レベ ル が 違う 。 
昨年 の フェ ルス タッ ペン は 、 ア ル ボ ン に 対し 予 
選 タ イム で 平均 0.5 秒 以上 の 差 を つけ た 。 僚 友 
に それ 以上 の 差 を つけ た の は 、 ウ イリ アム ズ の 
ジョ ー ジ ・ ラ ッ セ ル だ け だ 。 ペ レス は GP2 時 
代 か ら 予選 一 発 の 速 さ より も レー ス 運 び の うま 
さ で 高い 評価 を 得 て い た 。F1 昇格 後 は マク ラ 
ー レ ン に 所 属し た 13 年 に つま ずい た も の の 、 
フォ ー ス ・ イ ン デ ィ ア レー シン グ ポ イン ト ( 現 
アス トン マー ティ ン ) で 評価 を 近 回 し た 。 フ ェ 
ルス タッ ペン は 彼 の F1 キャ リア で 最強 の チー 
ム メ イト だ が 、 予 選 で の タイ ム 差 を 0.3 秒 以内 
に 抑え られ れ ば 上 出来 だ 。 

マク ラー レン は フェ ラー リ に 移る カル ロス ・ 
サイ ン ツ に 代わ っ て 、 ダ ニ エ ル ・ リ カル ド を 迎 
えた 。 リ カル ド と ラン ド ・ ノ リス の 戦い も か な 
り 見 応え が あり そう だ 。 ノ リス は 19 年 に マク 
ラー レン か ら F1 デビ ュー を 果たす と 、 よ り 経 
験 豊 定 な サイ ン ツ に 負け な い 活 躍 を いき な り 見 
せ た 。 だ が 、 リ カル ド は さら に 格 上 だ 。 レ ッ ド 
ブル 初 年 度 の 14 年 に セバス チャ ン ・ ベ ッ テ ル 
を 凌 吉 し 、 そ の 後 も フェ ルス タッ ペン と 互角 に 


戦っ た 。 微 括 を 絶やさ な い 人 懐 こ さと は 裏腹 に 、 


か な り タ フ な 一 面 も 持っ て いる 。 も し ノリ ス が 

サイ ン ツ と 同じ よう な 友人 関係 を 築 こ うと 思っ 
て いた ら 、 あ きら め た ほう が 良さ そう だ 。 
そし て リカ ルド の 抜け た アル ピー ヌ (| 旧 ル ノ 


ー) に は 、 フ ェ ル ナン ド ・ ア ロン ソ が 復帰 する 。 


彼 は いま で も ハミ ルト ン 、 フ ェ ル スタ ッ ペ ン 、 
リカ ルド 、 シ ャ ルル ・ ル クレ ー ル と と も に 、 ト 
ッ プ 5 に 入る 実力 の 持ち 主 。 昨 年 リカ ルド を 相 
手 に 苦労 し た エス テバ ン ・ オ コン に は 、 よ り 過 
酷 な シー ダン が 待っ て いる 。 

元 世界 王者 の ベッ テル は 今季 を アス トン マー 
ティ ン で 戦う 。 彼 の 今季 の マシ ン は 1 年 落ち の 
メル セ デ ス で あり 、 か つて の 輝き を 取り 戻す 助 
け に な る か も し れ な い 。 それ で も 昨年 の ペレ ス 
以上 の 速 さ は 見 せら れ な い だ ろ うと いう の が 私 
の 見 立て だ が 、 ル クレ ー ル より スト ロー ル の ほ 
う が ず っ と 御 し や すい は ず だ 。 も ちろ ん 、 ス ト 
ロー ル の 父親 が チー ム に どこ まで 介 人 人 し て くる 
か に も よる が 。 

フェ ラー リ で の ルク レー ル と サイ ン ツ の 戦い 
も 興味 深い 。 チ ー ム 代表 の マッ ティ ア ・ ビ ノッ 
ト が サイ ン ツ を 獲得 し た の は 、 チ ー ム メイ ト 同 
士 の 確 圭 に うん ざり し た か ら だ っ た 。 マ クラ ー 


レン で ノリ ス を 尊重 し た サイ ン ツ の 姿 に 感銘 を 
受け た わけ だ 。 た し か に サイ ン ツ は フェ アプ レ 
イ 精 神 の 持ち 主 だ が 、 彼 は WRC 王者 の 息子 。 
ライ オン の よう な 気質 は 間違い な く 受 け 継 いで 
いる し 、 途 中 で ギブ アッ プ す る こと を 何より 嫌 
う 。 ビ ノッ ト は サイ ン ツ が ナン バー 2 に 徹する 
こと を 期待 し て いる だ ろう が 、 当 の サイ ン ツ は 
それ を 受け 入れ る だ ろう か 。 

アル ファ タウ リ は ルー キー の 角田 裕 毅 を 迎え 
た 。 角田 は 昨年 の F2 で アグ レッ シブ さと 冷静 
さ が 両 立 し た 走り を 披露 し た 。 こ れ は 下位 カテ 
ゴリ ー で は な か な か が 見 られ る も の で は な い 。 
F1 で も その 特質 を 発揮 で きれ ば 、 ピ エー ル ・ 
ガス リー を 相手 に 面白 い 戦 い を 演じ そう だ 。 
最後 に ハー ス だ が 、 こ こ は 唯 一 ライ ン ア ッ プ 
を 一 新 し た 。 い か に も 優等 生 的 な ミッ ク ・ シ ュ 
ー マ ッ ハー と 、 ラ イ バ ル に 殴り か か り 、 女 性 に 
いた ずら を 仕掛 ける ニキ ー タ ・ マ ゼ ピ ン ……「 善 」 
と 「 悪 | の 顔ぶれ と いう べき か 。 だ が 、 こ れ も 
いさ シー ズン が 始ま っ た ら ま っ た く 直 う イメ ー 
ジ に 変貌 する 可能 性 も ある 。 

と に も か くに も 、 前 向き に 楽し も うと 思う 。 
世界 が こん な 状況 だ か ら な お さら の こと だ 。 
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激動 の 2020 年 代 、 あ る の は 悲 衣 ば か り で は な い 


ルネ ・ デ ・ ブ ー ル 


Rene de Boer 

DTM、 WEC、WTCR や 各種 耐 外 レー ス を メイ ン に 
取材 。 ス キー 競技 の ライ ター 業 も こなす ドイ ツ 在 住 
オラ ンダ 人 ジャ ー ナ リス ト 。 


DTM を 名 う マ シン が GT3 に 変更 と な る な ど 、 2020 年 の ドイ ツ の モー ター スポ ボ ポーツ 界 に は ビッ グ ニ ュ ー ス が 多かっ た 
20 年 末 に は フォ ルク スワ ー ゲ ン が 競技 活動 を 終了 する な どの 悲 報 も あっ た が 、 その 一 方 で ポジ ティ ブ な 知ら せ も し っ か り 存 在 し た 


Translation : 新井 宣之 (Nobuyuki Arai) 
Photo : DTIM 


“Change is the only constant (唯一 変わ ら 
NMe 電光 わ 本 0300 0 INS のり 
シャ の 哲学 者 ヘラ クレ イト ス の 言葉 だ 。 も ちろ 
ん 、 彼 が ドイ ツ の モー ター スポ ー ツ に 精通 し て 
Wa! り 06 いがらし レ 現 代入 ま 0 な 
ら ド イツ の 現状 は 自分 の 論理 に ぴっ た り 当 て は 
3 の UE Es 2 て EC 

2021 年 は DTM に と っ て 変革 の 年 と な る 。 
最大 の 変化 は CLASS 1 か ら GT3 に 車両 規定 を 
変更 する こと だ 。ADAC GT マス ター ズ な ど 
GT3 が 争う 場 は すでに ドイ ツ 国 内 に 複数 存在 
する た め 、 新 た な GT3 シ リー ズ を ファ ン が 替 
狂 的 に 支持 する と は 到底 言い 難い 状況 で ある 。 
し か し 、DTM が 生き 残る に は プラ ッ ト フ ォ ー 


ム を 存続 させ る こと が 唯一 の 道 で あり 、 チ ー ム 、 


サジ アライ ヤニ 、 パー トナ ー、 オー カナ イザ ー や 
その 他 関 係 者 と いっ た 、 シ リー ズ に 関連 する 人 
々 の 職 を 確保 する こと は 、DTM の 統括 団体 ITR 
の 代表 で ある ゲル ハル ト ・ ベ ル ガ ー の 最大 の 使 
(PeP/= 

ベル ガー は CLASS 1 車両 に よる DTM を 維持 
Se220 の つら GU の 2 還 計 回 記 


た ルー ル の 案 に 、 GT3 ベ ー ス の 規定 と と と も に 、 


復活 の 機会 が 訪れ た と き に 備え て CLASS 1 規 
定 を 併記 し 、 ド イツ の 統括 団体 DMSB に 承認 
を 求め て 提出 し た ほど 、CLASS 1 の 存続 を 望 
ん で いた 。 し か し 、 ア ウデ ィ が ワー クス 参戦 を 


終了 する 意向 を 示し 、BMW も それ に 追随 する と 、 


GT3 以 外 の 選択 肢 は 消 減 し た 。 

当然 な が ら 、DTM の 名 前 や プラ ッ ト フ ォ ー 
ム な ど を 残し た と し て も チー ム が 集まる 保証 は 
な い 。 し か し 、 現 状 は ポジ ティ ブ だ 。 香港 に 拠 
点 を 置く GruppeM が メル セ デ ス と 契約 を 交わ 
し た 最初 の チー ム と な る と 、2Seas と ジェ ン 
ツン シ パト 0E0 シノ ョ ン ソ ツノ ーー と m/ 
ッ ト RJN が それ ぞ れ マク ラー レン で 参戦 する 
こと を 表明 。 さ ら に 、20 年 以上 に わた り DTM 
に 出場 し て きた ドイ ツ の アプ トス ポー ツラ イン 


と チー ムロ ズ ベ ルク グ も 継続 参戦 を 明確 に し て い 
る 。 今 シー ズン 開幕 が 現時 点 で は 5 月 末 に な る 
こと か ら 、 さ ら な る エン トリ ー が 期待 され る 。 
一 方 で 、DTM 以外 で は 残念 な 発表 も あっ た 。 
フォ ルク スワ ー ゲ ン の モー ター スポ ー ツ 活動 休 
ly SA コウ 月 司 居 676 の) アク 2 
を 支え た ハノーバー の 拠点 は 昨年 末 限 り で 閉鎖 。 
これ まで フォ ー ミ ュ ラ Vee の よう な エン トリ ー 
レベ ル の シリ ー ズ な ど を 広く 展開 し た ほか 、 
直 8 の 品 ジ ン ン リア ライ ヤー と こ レ (も 多く の ド 
ライ バー の キャ リア 構築 に 貢献 し た 。 

さら に も う ひ と つ 、 ド イツ の 伝説 的 な 名 前 が 
ES の LOYO EN ショ ュー クノ ルー 
BMW の マシ ン を 駆り 世界 中 の レー スシ リー ズ 
で 華々 し い 活 躍 を 見 せ て きた の は レー ス フ ァ ン 
な ら ご 承知 の と お り 。BTCC や DTM な ど で タ 
イト ル を 獲得 し た の を は じ め 、 ル ・ マ ン や ニュ 
の 20 の クシ パコ クラン ョ リル レン レシ の 
24 時 間 レ ー ス で も 優勝 を 重ね 、 半 世紀 近く に 
わた っ て BMW と と も に 輝かしい 戦績 を 残し て 


きた 。 し か し 、BMW は 同 チ ー ム と は 今後 、 協 
力 関係 を 継続 し な いこ と を 決定 。 外 部 か ら の 投 
資 家 が 現れ な い 限 り 、 ド イツ で も っ と も 有名 で 、 
も っ と も 成功 し た レー スチ ー ム の 活動 が 終わ り 
を 迎え る 可能 性 は 高い 。 

最後 は ポジ ティ ブ な 話題 で 今回 の コラ ム を 締 
め よ う 。 ア ウデ ィ は 現在 、 ふ た つの 開発 プロ グ 
ラム に 取り 組ん で いる 。22 年 の 参戦 を 目指 し 
9@00 の 9 の の ー ル ラリ リーEaime 。 2680GE の ga5 
ー が 期待 され る LDMh 車 両 の 開発 だ 。LMDh に 
は アウ ディ の ほか に は ポル シェ も 参入 を 発表 し 
0 の 。 アド 2 6 クリ シク 2L 7 マ 
ン の 伝統 的 な 3 大 耐久 レー ス に 、 同 じ マ シン で 
の 総合 優勝 を 目指 し て いる 。 こ れ は グル ー プ C 
時 代 の ポル シェ 962 以 来 の こと で 、 エ ポッ ク メ 
イキ ング な マン ン に な る と 期待 され て いる 。 カ 
スタ マー カー の 展開 も 想定 し て いる と の こと で 、 
多く の プラ イベ ー タ ー か ら も 注目 が 集まる こと 
愉 天王 ペペ ポ 2 二 レ ー( 還 まう 2 明る 
い 未 来 が や っ て 来 そ うだ ! 


すでに 複数 の チー ム と メー カー が グリ ッ ド に 並ぶ 見 込み と な っ た 2021 年 の DTM。 ベルガ ー は シリ ー ズ の 公式 サイ ト 上 で 「21 年 の 目標 
は 少な く と も 5 つの 異な る ブラ ンド か ら 20 台 の マシ ン が 参加 する こと | と 明か し て お り 、 さ ら な る エン トリ ー 増 に 期待 を か け て いる 。 
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大 串 信 


Makoto Ogushi 


みん な で 考え る 明日 の モー ロー スポ ボー ツウ 


目前 に せま る "歴史 的 な 転機 " 


= の 原稿 を 書い て いる 時 点 で 日 本 政府 

は 、 ま た 緊急 事態 宣言 を 発出 する 方 
向 だ と ニュ ー ス が 流れ て いる 。 新年 早々 、 
まっ た くも っ て 気 が 重く な る 話 だ が 、 前 代 
未 聞 の 世界 的 危機 を 乗り 越え る た め の 試 練 
症 四 思 有 きき 肝 ん じ て 受 け 入 れ も し よう 。 

ご 存じ の よう に 、 匠 が 国内 レー スズ 業界 は 、 
新型 コロ ナウ イル ス 感 染 が 拡大 し た 昨年 、 
開幕 を 延期 し て 年 間 ス ケ ジ ュ ー ル を 1 年 の 
後半 に 凝縮 。 こ れ に よっ て 当初 予定 の レー 
ス 数 を 減ら さ ず 、 し か も その あい だ 、 ク ラ 
スタ ー を 発生 させ る こと も な く シ ー ズ ン を 
無事 終え る こと に 成功 し た 。 

この あい だ 、 業 界 は チー ム や ドラ イ バ ー 
の みな ら ず プロ モー ター や サー キッ ト は も 
ちろ ん 、 我 々 メデ ィ ア に 関わ る 人 間 も 含 め 
た 関係 者 が 一 丸 と な っ て 、 コ ロナ 褐 の な か 
で 国内 レー ス を 開催 する べく 努力 を 重ね た 。 
その 過程 で 、 多 く の 人 間 が 国内 レー ス 界 の 
存在 意義 や 価値 を 再 確認 する と と も に 、 そ 
れ を 支え て くれ る ファ ン の あり が た み を 認 
識 し 直す こと に な っ た の だ か ら 、 コ ロナ 視 
も 悪い こと ば か り で は な か っ た と 思う 。 

た だ メ 雇 ア の 一 員 と し て は 正直 大 変 
だ っ た 。 と いう の も 、 昨 年 後半 は 毎週 の よ 
うに 大 レー ス が 続き 、 感 染 拡 大 防止 管理 の 
た め レ ー ス ご と に 取材 申請 が 求め られ 、 該 
当 レ ー ス の 2 週間 程度 前 か ら 毎 日 の よう に 
体調 申告 レポ ー ト を 送り 、 場 合 に よっ て は 
事前 に オン 月 イン ミー ティ ング に 出席 し な 
けれ ば な ら な か っ た か ら だ 。 

問題 は 、 レ ー ス ご と に 体調 申告 レポ ー ト 
の 形式 が 異な る こと だ っ た 。 レ ー ス は ほぼ 
母 週 あり 、 異 な る 形式 の 体調 申告 レポ ー ト 
を 2 週間 前 か ら 送 り 始 め る と 、 取 材 申請 
体調 申告 レポ ー ト が 絡ま り 合っ て 、 自 分 が 
その 日 、 何 の レー ス の た め に どん な 形式 で 
レポ ー ト を 送れ ば いい の か 分 ら な く な っ て 
くる 。 そ し て 、 そ の 混乱 の な か で 次 の 取材 
議 請 議 ま し な けれ ば な が いい うれ の 

シー ズン 終盤 は も う 取材 の た め の 手 続き 
で 疲れ 果て 頭 も 混乱 し て グダグダ に な っ た 。 


Photo : 田村 奈 (Sho Tamura) 


言う まで も な く 、 我 々 の 仕事 は 現場 に 立ち 
会 えば いい と いう も の で は な い 。 む し ろ そ 
が か 59 計 電 る わり で 、 言 うく < し まえ ば | 手 
続き ] は 余計 な 仕事 な の だ 。 そ の 手続 き が 
複雑 伴 奇 で 、 し か も 積み 重なっ た も の だ か 
ら ひ と 苦労 だ っ た 。 で も 、 国 内 レー ス 開 催 
維持 の た め と 思っ て 、 求 め ら れる 手続 き は 
(あちこち に 迷惑 を か け な が ら も ) 完遂 し 
た し 、 締 めく くり に 素晴らし い レ ー ス を 見 


せく も ら え @ で 本 当 休 が うだ 
だ か ら と いう 56 いま の ぼく ほ ま た 緊急 


事態 宜 言 が 発出 され た と ころ で 「2021 年 
も また 去年 の よう に 乗り 切れ ぱい いん だ 、 
ボク た ち に は それ が で きる ん だ | と 楽観 し 
て いる わけ で は な い 。 そ れ ど ころ か 、 今 年 
は お そら く 昨 年 より 上 厳し い シ ー ズ ン に な る 
だ ろう 。 場合 に よっ て は 国内 レー ス 界 に と 
っ て 痛み を と も な う 歴 史 的 な 転機 が や っ て 
< 幸 201008MIUNYGRRDICGIUNG 
昨年 の 国内 レー ス 界 は さま ざま な か た ち 
で 制限 を 受け た けれ ど 、 幸 いな こと に シー 
ズン に 向け て の 契約 は 終わ っ た 状態 だ っ た 
の で 、 コ ロナ 神 以 前 に 決ま っ た 予算 が それ 
な り に 動い た 。 だ か ら こ そ 、 開 幕 は 遅れ た 
も の の 全 レ ー ス を 開催 で きた し 、 基 本 的 に 
脱落 する チー ム も な か っ た 。 

で も 今年 の 予算 は 昨年 、 コ ロナ 褐 で 日 本 


Em 


= ミー ーー ーー 
ー ーー 
や 
デー デー テー ーー ーー 


経済 が 深刻 な 危機 を 迎え て いる な か で 組ま 
れ た の だ 。 日 本 レー ニス 界 で 動 ぐ 資金 は どう 
考え て も 縮小 する だ ろう 。 昨年 末 、 と ある 
有力 チー ム の オー ナー ふた り と 今年 の レー 
ス 界 に つい て 話す 機会 が あっ た 。 

ふた り は | 今年 も これ まで と 同じ ボリ ュ 
ー ム で シリ ー ズ を 開催 する 予定 に な っ て い 
る が 、 シ リー ズ を コン パク ト 化 し な けれ ば 
資金 不足 で 活動 が 立ち 行か な く な る チー ム 
が 出 て くる の で は な いか | と 心配 し 上 誠 8 
ぼく も まっ た く 同 意見 で ある 。 

また 、 昨 年 の 状況 を 考え れ ば 、 外 国人 ド 
ライ バー が 安定 し て 出走 する た め に は 日 本 
国内 に 定住 する 必要 が あり 、 そ こま で で き 
な い 外 国選 手 は 国内 レー ス へ の 参戦 を 見 合 
わせ る こと に 茹 る だ ろう 。 当然 放 ⑳ が ん 、、 
海外 か ら 人 も 資金 も 入っ て こ な く な る 。 こ ご 
こ で も 今年 は 難し いい シー タン に な る 。 

も ちろ ん 、 こ の 難局 に 国内 レー ス 界 は 昨 
年 同様 一 丸 と な っ て 立ち 向かう だ ろう し 、 
ば くに も その 決意 は ある 。 で も 今年 の 条件 
は 昨年 より も は る か に 上 厳し く な る に 違い な 
い の だ 。 ぼ ぽく たち は お そら く 昨 年 より も も 
っ と 大 き な 波 を 乗り 越え な けれ ば な ら な く 
な る 。 そ う 考 える と 、 例 年 と は 違う 、 不 安 
と 緊張 を 覚え な が ら 新 年 を 過ごさ ざる を 得 
な い の で ある 。 


ーー ーー 
ERR 


= ーー 
こ ニ ーー ーー 一 
ーー ーー 
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ort ss BEFORE&AFTER 


前 号 に 間に合わ な か っ た こと 、 今 号 に 載せ きれ な か っ た こと 、 次 号 まで の 予定 まとめ 


12/21 [mon」 


F1 FOM の 次 期 CEO に 就任 
する ステ ファ ノ ・ ド メニ カリ 、「 将 来 の 
競技 規則 と 技術 規則 を 簡素 化す る と と と 
も に 、 次 世代 エン ジン の コス ト 低 減 を 目 
指す |] と コメ ント 


12/22 rtue」 
SE 合同 テス ト @ 富 士 1 日 目 
TCS NAKAJIMA RACING か ら 参 加 の 山 
本 尚 貴 が この 日 の トッ プ タ イ ム を マー ク 


12/23 rwed1 


FE シリ ー ズ が 2021 年 1 月 
16~17 日 に 開催 され る 予定 だ っ た 
2020/21 年 の 開幕 戦 ・ 第 2 戦 の サン テ 
ィ ア ゴ E-Prix を 新型 コロ ナウ イル ス の 感 
染 再 拡大 の 影響 に より 延期 する と 公式 
SNS で 発表 

SE 合同 テス ト @ 富 士 2 日 目 
DOCOMO TEAM DANDELION 
RACING の 福住 仁 人 嶺 が この 日 の トッ プ 
タイ ム を マー ク 

SE 用人 年 li 年 (ドウ ョ 
バー チャ ン ピ オ ン に 輝い た 石浦 宏明 が 、 
2020 年 限り で 同 シ リー ズ か ら の 「 卒 業 ] 
を 発表 
黄 加 / ズ e 世 議 CARGUY RACING、 
2021 年 シー ズン の フル 参戦 を 断念 し た 
こと を 明らか に 
還 論 りり / ゴ e 世 議 アス トン マー ティ ン 、 
LM-GTE カ テ ゴ リ ー で の ワー クス 活動 を 
終了 し 、2021 年 以降 は カス タマ ー チ ー 
ム の サポ ー ト に 専念 する と 発表 


EVENT 東京 オー ト サ ロ ン 事 務 局 、 


幕張 メッ セ で 1 月 15 一 17 日 の あい だ で 
開催 する 予定 だ っ た 第 38 回 東京 オー ト 
サロ ン を 中 止 す る こと を 明らか に 


12/24 rtnu 
F1 2020 年 の 12 月 15 日 か ら 
入院 し て いた ウイ リア ムズ の 元 チ ー ム 代 
表 で ある フラ ンク ・ ウ イリ アム ズ が 、 容態 
が 棋 方 に 向かい 退院 し た こと が 明らか に 


12/25 fi1 


| オー トス ポー ツ 」 No.1544 発売 


12/26 sa 


F1 ラ 選 証 目 に 用語 の 2 | 
ッ ド ・ ク ル サ ー ド が 2021 年 に ハー ス か 
ら デ ビュ ー す る ミッ ク ・ シ ュー マッ パ ハー 
に つい て | 可能 な 限り 早く チー ム メ イト 
の ニキ ー タ ・ マ ゼ ビ ピン 以上 の 戦果 を 挙げ 
る 必要 が ある | と コメ ント 


12/27 sun 


スバ ル 、2021 年 の 
GT300 ク ラス に 投入 する 新型 BRZ を 
YouTube な ど で 公 開 


12/28 rmon 

F1 レッ ドブ ル の モー ター ス 
ポー ツ コ ン サ ル タ ン ト を 務め る ヘル ムー 
ト ・ マ ルコ が アレ クサ ンダ ー・ ア ル ボ ン 
の 処遇 に つい て | 新型 コロ ナウ イル ス な 
どの 影響 に より 、 他 の チー ム が 急きょ ド 
ライ バー が 必要 な 状況 に な っ た 場合 、 彼 


を 貸し 出す 用 意 が ある |] と コメ ント 


12/29 te 
E1 ルイ ス ・ ハ ミル トン 、 


2020 年 シー ズン に つい て 「 自 由 と 仕事 
に つい て 適正 な バラ ンス が 必要 だ と 言う 
2 ニコ ィ ツ / 訴 コー レン 


12/30 wed 


F1 2021 年 の 暫定 競技 規則 が 
公開 され 、 人 金曜 フリ ー 走 行 の 時 間 が 90 
分 か ら 60 分 に 短縮 され る 見 通し で ある 
こと が 明らか に 


12/31 rtnu] 


F1 ダニ ー ル ・ ク ビア ト が 
2020 年 限り で レッ ドブ ル と の ドラ イ バ 
ー マ ネ ジメント 契約 を 解消 し た こと が 明 
ら か に 
還 に:( 議 ヒュ ンダ イ i20 ク ー ペ 
WRC を 駆り セミ ワー クス チー ム か ら 
2020 年 の WRC に スポ ッ ト 参 戦 し た ピ 
エー ル ・ ル イ ・ ル ー ベ が 、21 年 シー ズ 
ン の 全 戦 に 出場 する こと を 明らか に 


1/1 fm] 


F1 マッ クス ・ フ ェ ル スタ ッ 
ペン 、2020 年 シー ズン に メル セ デ ス 葵 
の 独走 を 許し た レッ ドブ ル を 非難 する 一 
部 報道 に つい て 「 怒 り を 覚え た ] と コメ 
ント 


1/2 [sat 


F1 2 レッ 0524240 の 00 ラ ョ クン 
の レク クタ 呈 る 秒 の る シン ョ (pl 
ギン トン が 2021 年 型 マ シン 開発 に つい 
て 、20 年 型 レ ッ ド ブル の リヤ エン ド を 
使用 し な い 方 針 で ある こと を 明らか に 


1/3 [sun1 


還 :7IK 全 ダカール ラリ ー 1 日 目 ス 
テー ジ 1 が 行なわ れ カ ル ロ ス ・ サ イン ツ 
(MINI JCW バ ギー) が 総合 トッ プ に 。 
2 番手 に ステ ファ ン ・ ペ テラ ン セ ル (MINI 
JCW バ ギー)、3 番 手 に マー ティ ン ・ プ 
ロコ ッ プ (フォ ー ド ・ ラ プターRS クロ 
スカ ント リー) 


1/ 衝 [mon 
F1 2021 年 3 月 21 日 に 開催 さ 


れる 予定 の 開幕 戦 オ ー ス トラ リア GP が 、 


新型 コロ ナウ イル ス の 感染 再 拡大 の 影響 
に より 延期 され る 可能 性 が 高い と の 報道 
国語 / ゴ e 世 議 2021 年 の LMP2 ク ラス に 
初 参戦 する イン ター ユー ロボ ポル ・ コ ン ペ 
5 ジョ ヨッ ン カド ラー リン 2 の シン で 
発表 。 ラ ン ガ ー・ バ ン ・ デ ル ・ ザ ン デ と 


2 レク Xa クラ ョ ンド リル 70 居 だ の 


開幕 戦 セ ブリ ング 12 時間 に エリ オ ・ カ 
スト ロ ネ ベ ス が スポ ッ ト 参 戦 する こと も 
明らか に 

画 還 5 較 議 2021 年 は レッ ドブ ル の テ 
スト & リ ザー ブ ド ラ イ バ ー を 務め る アル 
ボン が 、DTM に スポ ッ ト 参 戦 す る こと 
が 明らか に 。 な お チー ム メ イト は 2 の 20 年 
に FIA F3 に 参戦 し た リア ム ・ ロ ー ソ ン 
と な る 模様 

還 :7IK 代 ダカール ラリ ー 2 日 目 ス 
テー ジ 2Z の が 行なわ れ 、 ペ テラ ン セ ル が 総 
合 ド トップ に 浮上 上 2 番手 に ザイ ン ソ 、 9 


番手 に ナッ サー・ ア ル - ア ティ ヤ (トヨ 
タ ・ ハ イラ ックス ) 


1/5 [ tue ] 

FT1 Z ク ラー レ ン ラン トド 
ノリ ス が 新型 コロ ナウ イル ス に 感染 し た 
こと を 明らか に 

F1 ウイ リア ムズ 、2022 年 か 
ら メ ル セ デ ス と の 技術 提携 を 拡大 する と 
ES と ニー ニー ジン 2 文 3 の 
クス な ど 他 の パー ツ の 供給 も 受け る こと 
を 明らか に 

INDYWW) パト リッ クレ ー シ ン グ の 
チー ム オ ー ナ ー を 務め た パッ ト ・ パ トリ 
ッ ク 氏 が 珠 去 。 享年 91 

FE シリ ー ズ が 2 月 26<27 日 
に 開催 が 予定 され て いる 第 3 戦 お よび 第 
4 戦 の ディ ルイ ー ヤ E-Prix に つい て 、 当 
初 の スケ ジュ ー ル どおり に レー ス を 行 な 
うこ と が 公式 SNS 上 で 明らか に 
納 記 コッ 思 議 VEC と ELMS の 運営 組織 
で ある LMEM が 、2020 年 限り で CEO 
を 退任 し た ジェ ラー ル ・ ヌ ブー の 後任 を 
発表 。 か つて ダカール ラリ ー の 副 ゼ ネ ラ 
ル マ ネ ー ジ ャ ー 兼 スポ ー ク スマ ン な ど を 
歴任 し た フレ デリ ッ ク ・ ル キア ン が 就任 
し た こと が 明らか に 


是 7 アン ドレ ス ・ ミ ケル セン 、 


トッ クス ポー ツ WRT の シュ コ ダ ・ フ ァ 
ビア ・ ラ リー2 エ ボ を 駆り 2021 年 の 
ERC ヨー ロッ パ ・ ラ リー 選手 権 へ 参戦 
する 予定 で ある と 発表 

岬 7 人 罰 ダカール ラリ ー 83 日 目 ス 
テー ジ 3 が 行なわ れ 、 ペ テラ ン セ ル が 総 
合 ト ッ プ を キー プ 。 2 番 位 に アル - アテ 
ィ ヤ 、3 番 手 に マシ ュー・ セ ラド ー リ ( セ 
ンチ ュ リ ー CR6) 


1/6 rweag 

F1 ヨー ロッ パラ ウン ド の 決 
勝 開始 時 刻 が 、 こ れ ま で の 15 時 10 分 か 
ら 現 地 時 刻 の 14 時 に 変更 され る 見 通し 
で ある こと が 明らか に 

INDYW 2021 年 シー ズン の 開幕 戦 
セン トピ ー タ ー ズ バー グ が 、 当 初 開催 が 
予定 され て いた 3 月 7 日 か ら 第 2 戦 に あ 
た る 4 月 25 日 へ 延期 され た こと が 明 ら 
か に 
細 に 替 議 ウェ ザー テッ ク ・ レ ー シ 
ンク 2021 作 の の 有吉 ョ ウッ クス バボ 
ー ツ カー 選手 権 の GTLM ク ラス に 、 ポ ル 
シェ 911 RSR の 1 台 体 制 で フル 参戦 す 
る こと を 発表 。 参 戦 に あたり 、18 年 に 
ル ・ マ ン 24 時 間 の LM-GTEAm ク ラス を 
仙 際 ウ 国語 ジン Pb00 
ポー ト を 受け る こと も 明らか に 
頭 /( 項 議 M ス ポー ツ ・ フ ォ ー ド が 
2021 年 シー ズン の 参戦 体制 を 発表 。 テ 
ー ム ・ ス ニ ネ ン 、 ガ ス ・ グ リー ンス ミス 
が 残留 し た 一 方 、20 年 の WRC2 ク ラス 
(G ウ シン シキ ンク 8 人 こま 1 ドリ アシ 
・ フ ル モ ー が ラウ ンド 毎 に スニ ネン と フ 
ォ ー ド ・ フ ィ エ スタ WRC を シェ ア し 参 
戦 す る こと が 明らか に 
一:7 パ IM 人 鐘 ダカール ラリ ー 4 日 目 ス 
テー ジ 4 が 行なわ れ 、 ペ テラ ン セ ル が 総 
合 ト ッ プ を キー ブ プ 。 2 番 位 に アル - アテ 
ィ ヤ 、3 番 手 に サイ ン ツ 


1/7 tu 

F1 2 ンー メイ リン クル 
メリ カ の IT コン サル ティ ング 企業 で ある 
コグ ニ ザ ン ト と タイ トル スポ ン サ ー 契 約 
を 結ん だ こと を 発表 


黄 記 / ゴ e 夢 較 | MP2 ク ラス に 参戦 する 
JOTA が ドラ イ バ ー ラ イン アッ プ を 発表 。 
スト フェ ル ・ バ ンド ー ン 、 ト ム ・ ブ ロン 
クビ スト 、 シ ョ ー ン ・ ゲ ラ エ ル の 3 名 を 
起用 する こと を 明らか に 

画 に た 埋 議 ハイ クラ ス ・ レ ー シ ン グ 、 
2021 年 の ウェ ザー テッ ク ・ ス ポー ツ カ 
ー 選 手 権 の 開幕 戦 デ イト ナ 24 時 間 の ド 
5 の ン 10 シ リ ンク ク を 示 ポ シ ラミ ョ リル ラ 
2 ジン 2 ハウ スラ ルク ルン クス 
フィ ヨル ド バ ッ ハ 、 デ ニス ・ ア ン デ ル セ 
ン 、 ロ バー ト ・ ク ビ カ が 参戦 する こと が 
明らか に 

較 .7 パ 4 織 ダカール ラリ ー 5 日 目 ス 
テー ジ 5 が 行なわ れ 、 ペ テラ ン セ ル が 総 
合 ト ッ プ を キー プ 。 2 番 位 に アル - アテ 
ィ ヤ 、3 番 手 に サイ ン ツ 


1/18 rgi1 


琴 昌 (> 遂 識 2021 年 の 改定 版 ス ケ ジ ュ 
ー ル が 公開 。 8 月 1922 日 に 開催 が 予 
定 さ れ て いた 第 9 戦 イ ギリ ス の 開催 が キ 
ャ ン セ ル さ れ 、 代 替 イ ベン ト と し て ベル 
ギー の イー ブル ・ ラ リー が 新た に 加わ っ 
ここ ご と が 明らか に 

田 :7 パ KN4 全 ダカール ラリ ー 6 日 目 ス 
テー ジ 6 が 行なわ れ 、 ペ テラ ン セ ル が 総 
合 ト ッ プ を キー プ 。 2 番 位 に アル - アテ 
ィ ヤ 、3 番 手 に サイ ン ツ 


1/9 st 


F1 中 国 GP の ゼネ ラル マネ ー 
ジャ ー を 務め る ヤン ・ イ ー ビ ン が 、4 月 
11 日 に 開催 を 予定 し て いる 同 イ ベン ト 
に つい て 「 今 年 後半 へ の 移動 を 希望 する 
と いう 要望 を 正式 に 提出 し た ] と コメ ント 


1/10 rsun] 
園 :7 パ (人 織 ダカール ラリ ー 7 日 目 ス 
テー ジ 7 が 行なわ れ 、 ペ テラ ン セ ル が 総 
和合 ドウ 2 クン たこ ウニ 2 BON の 2 
ィ ヤ 、3 番 手 に サイ ン ツ 


1/15 rm 


還 :7 パ IM 人 位 ダ カー ル ラ リー フィ ニッ 


ジン 0 


| オー トス ポー ツ 」 No.1545 発売 
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1/23 set 
細い に 7 愉 蘭 テス ト @ デ イト ナ 
画 に 白 較 最終 戦 鈴鹿 
琴 語 /( 革 剛 開幕 戦 モ ン テ カ ル ロ 
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細い に 7 二 議 テス ト @ デ イト ナ 
琴 量 (所 議 開幕 戦 モ ン テ カ ル ロ 
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信 新 型 コ ロナ ウイ ルス は 、 年 が 明け 
て も 世界 中 で 猛威 を ふる っ て いる 。 
日 本 の 新規 感染 者 数 も 増加 の 一 途 を 
た どり 、 連 日 の よう に 「 過 去 最多 を 
上 回 っ た | 報道 が な な され て いる 。 そ 


し て 、1 都 3 県 に は 緊 事 態 宣言 が 


発令 され 、 再 び 我 慢 の 時 間 を 迎え て 
し まっ た 。 昨 年 の 経験 か ら 言 えば 、 人 
々 の 暮らし に は 娯楽 や エン ター テイ 
ン メ ント が 不可 欠 な こと も あら た め 
て 分 か っ た 。 充分 な 感染 症 対策 が 講 
じ ら れ る こと は 前 提 だ が 、 ど の よう 
な か た ち で あれ 、 各 シリ ー ズ が 開催 
され る こと を 祈る 。 と くに 今年 は 今 
号 巻頭 で 紹介 し て いる WEC プ ル ・ マ 
ン に トヨ タ の 新車 GRO10 HYBRID 
が 満 を 持 じ (デビ ョ ニー9 る また 、 

F1 で は 日 本 人 下 ドライバ ー と し て 了 年 
ぶり に 角田 裕 毅 が 、WRC で は 勝田 
貴 元 が 悲願 の レギ ュ ラ ー 参 戦 を 果 た 


@ あ け ま し て お めで と う ご ざ いま す 。 
2021 年 も どう ぞ よ ろ し く お 願 いい 
た し ます 。 新年 早々 景気 の 悪い 話 が 
続い た こと で 、 レ ー ス シム を 始め た 
いと いう 人 が また 増え て き て いる だ 
ろう と 勝手 に 思っ て いる の で す が 、 な 
か に は 3D 酔 い が 心 配 と いう 方 も いる 
PNDAUNGIND の 20 As 
は 酔い 止め の 服用 を お すす め さ せ て 
だ 和信 き ます 計 レ い ス カニ スバ な 
ど は ここ で は 割愛 し ます が 、 某 ドラ 
イ バ ー さ ん に よる と 、 気 休め で は な 
く ホ ポ 当 (に 入 く 22(69 6 ひも お 試し 
< 太 さ いい (きゃ り 一 ) 


食 一 部 地域 で 2 度目 の 緊急 事態 宜 言 
が 発令 され まし た ね 。 「2021 年 も 大 
変 に な る な ぁ 」 と 実成 する 日 々 で す 。 
そこ で 皆様 、 こ れ を 機 に 大 昔 の レー 
ス を モニ ター 観戦 され る の は いか が 


70 


76 
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[Part 1] 2021 シ ー ズ ンプ レビ ュー 


“V8 フ ラク "は 立っ た の か ? 
[Part 2] 勝田 足元 イン タビ ュー 一 一 一 " プ ERO HOUR" 


レー ス を も っ と 楽し くす る 


2020 シ ー ズ ン の “ 激 ア ツン "カテ ゴリ ー の いま 


IRREGULAR 


ThreeBond Racing 2020 


す 。 誰 より も 彼ら 自身 が 「 戦 いた い ] で し ょ うか ? お すす め は 1982 年 68 に 4 er レージ > 2 
@W\ う 意思 を 持 う (いる こと は 明 ら の FE 寺 ヨ GBICG す ウィ ング カ 三 T. カ ル デ ロ ン の SF 1 年 目 冨士 で 溢れ た 闘志 と 高まる 期待 感 
か で 、 そ うし た 思い が 踏み に じ ら れ 構造 の た め 極限 まで 固め られ た サス J SPORTS 
な いこ と を 願っ て いる 。 (田中 ) ペン ショ ン に より 、 と に か く 跳 ね ま 80 で あべ ーー トー 
くる マシ ン を ね じ 伏 せる ドラ イ バ ー ーー 古賀 敬介 さん の “モン テ の ピン ト "” オジ エ の “氷雪 舞踏 会 "を 見 よ 
の 奮闘 に 目 を 奪わ れる こと 間違い な 
し で す 。 リ カル ド ・ パ トレ ー ゼ が ど REGCULAR 
の の な 経緯 ジア 懇 勝 朋 【 「 た の か 
疹 OH 46 F1 DEEP NETWORK 
47 from Worldwide Pressroom 
428 全日 本 MS 会 議 
49 auto Sport before & after 
81 [連載 ] クル マ と レー ス を 感じ る コラ ム ピッ ト ・ イ ン 一 一 いし いし ん じ 
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2020 年 シー ズン の “ 激 ア ツン” カテ ゴリ ー ST-Z ク ラス の いま 


増え すぎ ちゃ っ て 、 タイ ヘン な ん で す 


皆 越 和 世 (Kazuya Minakoshi) Photo : 益田 和久 (Kazuhisa Masuda) 三橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhash) 


Text : 


ク 020 年 ジ シー スン の スー パー 耐久 シリ ー ズ 
(S 耐 ) は ST- ア クラ ス が 熱い 。 第 4 戦 も て 
ぎ 5 時 間 で 10 台 、 第 5 戦 オ ー ト ポリ ス 5 時 間 で 


も 8 台 と 、ST-5 ク ラス に 次 ぐ 勢 力 に な っ て いる 。 


ST-Z ク ラス は 17 年 に 設定 され た GT4 車 両 に よる 
クラ ス 。GT4 は 、 価 格 が 高騰 する GT3 の 後 を 受 
ける か た ち で 近年 支持 を 集め て お り 、 海 外 で は 
GT4 だけ の レー ス が 開催 され る な どの 盛り 上 が 
り を 見 せ て いる 。S 耐 で は 19 年 に エン ドレ ス ス 
ポー ツ が メル セ デ ス AMG_GT4 で 、KTM カー ズ 
ジャ パン が KTM X-Bow GT4 で 参戦 する な ど し 
て 活性 化 。 今 年 は SS プ YZ レ ー シ ン グ ウィ ズ ス 
タデ ィ が BMW _M4 GT4 を 、 バ ー ス レー シン グ 
プロ ジェ クト が ポル シェ 718 ケ イマ ン GT4 ク ラ 
ブス ポー ツ を 投入 する な ど 、 マ シン バラ エ テ ィ も 
財 が に な っ て きた 。 

ちな み に 、19 年 の 最終 戦 岡山 3 時 間 か ら ST-Z 
クラ ス に 参戦 し て いる チー ム 5ZIGEN の 木下 正治 
代表 は | これから 活性 化し て 賑やか に な り そ う だ ] 
と ST-Z ク ラス に 期待 を 込め て 、 参 戦 を 決意 し た 
と いう 。 メ ル セ デ ス を 選ん だ 理由 に つい て は |「 こ 
れ が 一 番 か っ こえ え や ろ ! | と 笑い な が ら 明 か す 。 

GT4 の マシ ン 特 性 は 、 ジ ェ ン トル マン ドラ イ 
バー で も 扱い や すい も の に な っ て いる よう だ 。 
GT3 や GT4 な ど カ スタ マー レー シン グ カ ー も 多 
く 乗 っ て きた エン ドレ ス の 内 田 優 大 は 、GT4 車 
両 の 特徴 を 次 の よう に 語る 。 

[GT3 が 純 レ ー シ ン グ カ ー と すれ ば GT4 は セミ 
レー シン グ カ ー。 足 は 比較 的 柔らか く て 、 車 高 も 
高い で す 。 ジ ェ ン トル マン ドラ イ バ ー が 初め て ト 
ライ する に は と て も 楽 で すね 。 た だ 、GT3 の よ 
うに “ブレ ー キ ドー ン "” で 曲げ て いく の で は な く 、 
いか に 高い 速度 で ヨー を 感じ な が ら 旋回 し て いけ 


る か と いう 感じ で 、 ド ライ ビン グ の 違い も あり ま 
すし 、 あ る 程度 か ら 先 は 難し さも あり ます ] 

第 5 戦 で ST-Z ク ラス 優勝 を 飾っ た の は 、 レ ー 
ス 中 盤 に トッ プ に 立っ た 3 号車 エン ドレ ス AMG 
GT4 (内 田山 内 英輝 高橋 翼 / 菅 沼 冬 悟 )。 
50kg も の ウエ イト ハン デ を 背負 いな が ら も 20 年 
シー ズン 3 勝目 を 飾り 、 2 年 連続 タイ トル へ 前 進 
し た 。 レ ー ス 後に は |「 き つい レー ス で し た 。 み ん 
な で 頑張 っ た 結果 の 優勝 で す が 、 ラ イ バ ル が ペナ 
ル テ ィ を 受け た こと に 助け られ た 部 分 も あり ます 。 
この クラ ス は 人 台数 が 増え て 、 勝 つの が 本 当 に 大 変 
な ん で す 。 で も それ だ け や り が い が あ り ま す 」| と 、 
山内 が 戴冠 へ の 意気 込み を 語っ た 。 

一 方 、 19 年 の ブラ ン パ ン GT ア ジア シリ ー ズ ( 当 
時 ) に M4 GT4 で 参戦 し た スタ ディ は 、20 年 シ 
ー ズ ン の S 耐 で は 思う よう な 結果 が 残せ て いな い 。 
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2020 年 シー ズン 第 5 戦 の 3 号車 は 、 ク ラス 2 位 の 47 号 
車 D'station Vantage GT4 に 24 秒 の 差 を つけ て 優勝 。 
47 号 車 は 序盤 に トッ プ 争 い を 展開 する も 、 最初 の ビ ピット 
0280000 ジ の 7) 曲 E6Y( ブ プル コー スイ エロ ー) 
と 重なる と 、 リ タイ ア を 避け る た め に 給油 を 断行 し た こ 
と で ペナ ル テ ィ を 受け て 後退 し た 。 


その 理由 に つい て 夏子 塾長 は IM4 は 鈴鹿 や 富士 
の よう な ら 5 速 全開 みた いな コー ス を 得意 と し て い 
る の で 、 テ クニ カル コー ス で は 上 厳し い 。 さ ら に 、 
M4 は 給油 に 時 間 が か か る の が きつ い 。 満 タン に 
する に も 、 タ ンク の 構造 の 関係 で メル セ デ ス より 
15 秒 以上 遅い 。 ブ ラン パン アジ ア で は 給油 は な 
か っ た けど 、 海 外 の GT4 レー ス っ て ピッ トイ ン 
アウ ト の 時 間 が 決め られ て いる か ら 、 ど の 車両 
に も イコ ー ル 」| と 語る 。 今後 、 エ ント リー 車両 が 
増加 し て いけ ば 、S 耐 に お ける 規則 も 欧州 シリ ー 
ズ の よう な 方 向 に 変化 し て いく か も し れ な い 。 
また 、 第 5 戦 会 期中 の 金曜 日 に は 、 林 テレ ンプ 
SHADE RACING が トヨ タ GR ス ー プ ラ GT4 を 国 
内 初 走行 させ 、 注 目 を 集め た 。21 年 シー ズン は 
複数 台 の 参戦 が 予想 され て お り 、ST-Z ア クラ ス 人 
気 は ます ます 高まっ て いく に 違い な い 。 
32 号 車 ROOKIE Racing GR Yaris が 第 5 戦 で シー ズン 
3 勝目 を 挙げ 、 ST-2 ク ラス タイ トル を 獲得 し た 。 ドラ イ 
バー に 名 を 連ね た MORIZO こ と 、 ト ヨタ 自動 車 の 豊田 章 


男 社長 は [GR ヤリ ス 、 い い ク ル マ で す よ ! タイ トル は 
か か わっ た 多く の 方 に あげ た いと 思い ます | と 喜ん だ 。 
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RiGT の 物流 を 支え る ドラ イ ビ ン グ テ ク ニッ ク 
還 - ト ラッ ク 野 郎 た ちの 奥深 き 世 界 一 
“完走 率 "100% の 信頼 性 は 、 そ の スキ ル が あっ て こそ 


金額 に し て 数 干 万 一 億 超え の マシ ン を は じ め 
レー ス に 必要 な 機材 すべ て を 全国 各 サ ー キ ッ ト に 運ぶ トラ ンス ポー ター 
その 運転 手 は 大 き な 責 任 と 看板 を 背負 い 

チー ム の ファ クト リー と サー キッ ト を 往復 する 

その プロ フェ ッ シ ョ ナル な スキ ル と 

さら に レー ス 界 に お ける トラ ッ ク 野 郎 た ちの 実情 を 覗い て みよ う 
Text: 角田 五 十 四 (lsoshi Sumida ノ 本 誌 ) 

Photo: 服部 眞 哉 (Shinya Hattori) ノ 三 橋 仁 明 (Noriaki Mitsuhashi) 


> 吉田 成 信 (Shigenobu Yoshida) / 南 博幸 (Hiroyuki Minami/ 
で で 小笠 原 貴士 (Takashi Ogasawara) /s54 プ GTA 
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画 車 庫 入 れ シ リ ー ズ 第 1 戦 (2020 年 第 7 戦 も て ぎ ノ 天候: くもり ン 路面 ドライ) 
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2 り S 5 谷 や で し っ ieo ペー トー ポ 祝 選 老 
| 電 い ・ 硬 SQ 和 出店 や し レ っ h6 如 名 圏 峰 ph 
ヽ 」 マミ 2 N ッ ee き 
層 G! ご 
K は ES: 上 WCG | 人 RY 還 く GL s 
で N 5 5 & AS K 和 を” て へ TORREE で O 2 6 
く 0 き 人 KK く ト と や る いこ G 圭 叩け 祝 ご 殺し で 
画 し ミ ト = で て ミ Ne 配 品 や X ヘ トト へ K3<K 補 公 
岩 <: 層 説 つり 『 四 S 心 例 いや NKK 公 古 を 志 同 S203 補 
らし 人 肖 生 Sg 本 和則 e 拉 い し IEGemG 和 昌 
まま 1 まま) LLS ーー 
へ Nv 人 隊 て に 池 政 I ト トー 公 庄 で の 人 N と さや 応 NO 
LU 主人 JO ニラ ピピ ンー ピー 
前 SU OS 0 
き > JJ っ in” 6 丸 。 | 押 江 陣 0 記 N0 っ ) 


く nNueH 拉 CV で KS 上 ン 


Weds 三 木 氏 の 車庫 入れ スキ ル を 解説 


ヘッ ド と 台車 の 角度 は 、 
基本 的 に は 深く な っ で いく 


前 戦 も て ぎ で 爆速 トラ ン ポ ドラ イ バ ー に 認定 され た 三木 氏 の 腕前 を 、 翌 戦 の 富士 
で じっくり 観察 し て みた 。 こ の と き は た また ま 左 右 に トラ ッ ク が すでに 停め られ 
て お り 、 普 段 の 冨士 より は 難易 度 は 高め の 状況 。 ピ ッ ト の 位置 は 最終 コー ナー 寄 
り で 、 ヘ ッ ド 側 の スペ ー ス も 限ら れ て いる 場所 (この 個所 以外 は 、 大 きく 頭 を 振 
る こと が で きる )。 あ る 意味 この 現場 で も っ と も 制約 の ある 条件 で の 車庫 入れ と 


な っ た 。 が 、 ス ルス ル と 難なく 停め て いる 三木 氏 で あっ た 。 


証 最 終 コ ー ナ ー 側 か ら パ ドッ ク に 進入 。 ピ ッ ト 
前 に 気持 ち 車 体 を 寄せ つつ 、 右 に ヘッ ド を 振る 
準備 。 畔 ハン ドル を 大 きく 右 に 切り 、 ヘ ッ ド を 
振る 。 話 |「 へ 」 の 字 に 車体 折り 、 そ の 角度 が 
さら に 深く な る こと を 想定 し つつ バッ ク 開 始 。 


台車 の 向き が 停止 位置 を 目指 し 始め る が 、 


ッ ク し て いく 。 ヘ ッ ド の 向き は 徐々 に 真っ 直ぐ 
に し て いく が 、 そ の 前 方 の スペ ー ス は 限ら れ て 
いる 。 バ ッ ク し 始め の 停止 位置 は 、 そ の スペ ー 
ス も 頭 に 入れ て 決定 する 。 圏 路面 に 貼ら れ た 小 
さ な 白 い 点 が 停め る べき 左右 の 位置 で 、 そ こ を 
目指 し つつ バッ ク 。 太 回 この と き は や や 右 に ず 


台車 と ヘッド の 角度 は 、 よ り 深 く な る 傾向 に あ れ た 分 を 微 調整 し な が ら マ ー キ ング に 乗せ て い 
る の で 、 折 れ す ぎ な いよ うに 微 調整 し な が ら バ き 、 切 り 返 し する こと な く 終 了 。 


7:09292W72 


二輪 の た め の 資 金 稼 ぎ が きっ か け 


WedsSport 三木 洋輔 @ 杉 崎 運 輸 


元々 二輪 で レー ス を や っ て いた 三木 氏 は 、 そ の 資金 稼ぎ の た め に 
大 型 ト ラッ ク の 運転 手 に 。 し か し 、 そ れ で も 金銭 的 に 厳し く 、 ラ 
イダ ー の 道 は 断念 。 そ の 後 ト レー ラー の 免許 を 取っ て 、 以 来 バ ン 
ドウ で 14 年 目 。 じ つ は 父親 も 6 も ト ランボ ポ ドライバー で 、 そ れ も バ 


ンド の 担当 だ た うた と か 。 レ ー ス が な の いと き は 8 破 貞 物 を 運ん で 
いる が 、 そ ちら の ほう が 長 さ は あり 、 運 転 の スキ ル が 問わ れる と 
いう 。 | 自分 は まだ まだ | と 、 常 に 向上 心 は 忘れ な い 。 


車庫 入れ が 終わ っ た 
移 人 は ミラン ティ ング 
ギア (レッ グ ) を 出 
し て 固定 。 台車 の 位 
置 は 、 狭 いと き は 隣 
と の 隙間 は 50cm し 
か な いこ と も ある 。 


1 
デー 
リ ad 了 に 

アア 、 ェ ア に 身 を 包み 、 
と 、 生 菩 ip - チー ム の 一 員 と し て 
お 手伝い 。 本 業 " は 
マシ ン や 機材 の 運搬 
な の で 、 勝 敗 に 直結 
し な い 簡 単 な 作 業 が 

多い 。 

が 7//67/727// 
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杉崎 氏 は KONDO レ ー シ ン 
グ の 担当 。 高 速 の PA で は レ 
ー ス ファ ン か ら 写 真 撮影 を パドック で の 車庫 入れ の 様子 を 助手 席 か ら 。 難 し い 左 バッ ク で 入れ て いる と ころ 。 左 
せ が ま れれ ば 、 快 く 引き 受 側 の ミラ ー で 後方 確認 する 視線 が 鋭い 。 ト レー ラー の 長 さ は 14m に 及ぶ が 、 そ れ を 
ける 。 同時 に 、 「 夢 を 持っ て 5 セン チ 単 位 で 寄せ る こと が で きる と いう か ら 入 き だ 。 


N 
プ 「 っ の * トー ムラ た と N 
ペ ウ 。w ェ ー 絞ら | と 、 小 さい 子 


ui 供 に は チー ム の グッ ズ を 
ア イザ [個人 的 ] に 配っ て いる 。 
W ” エア サス 仕様 な の で 、 
泣き そう に な りな が ら HH 
| 泣き そう に な りな が ら ん の 人 


281622 引 る 。 与 
真 は ヘッ ド 前 面 の フロ 
ント パネ ル を 開け た と 
ころ で 、 中 央 に 見 える 
の が エア サス 。 


何 km も バッ ク し た こと も あり ます .」 


杉本 孝 @ 杉 崎 運輸 


杉崎 運輸 は 元 レ ー シ ング ド ラ イ バ ー の 杉崎 下 司 氏 が 起こ し た 会 社 。 富 士 フレ ッシュ 
マン で レー ス を や っ て いた 杉本 才 氏 は 、 杉 崎 社長 に 誘わ れ て 入社 。 [会 社 で レー ス 


を や ら せ て も ら え る と いう 話 で 。 だ まさ れ て 入り まし た 」 と 笑う 杉本 氏 は 、 日 本 の も て ま の バド ッ 詳 は 所 
レー ス 業 界 で まだ トラ ン ポ が 2 台 し か な い 時 代 に 、3 台 目 の ド ライ バー と し て 働く 々 に 照明 の 塔 が 立っ て 
こと に な っ た 。 杉崎 運輸 と し て も 、 レ ー ス の トラ ン ポ ドラ イ バ ー の 第 一 号 だ 。 ま だ 本 、 計っ ロ 
駆け 出し の 頃 、 下 道 で 移動 し て いた と ころ 、 誤 っ て 違う ルー ト に 入り 込ん で し まい 、 の 前 と な っ て し まい 、 
[泣き を うに な りな が ら 」 何 km も バッ ク し た こと も あっ た と いう 。 現在 は 会 社 で も その 場合 は 切り 返し が 
指導 する 立場 と な り 、 そ の 腕前 は レー ス 関 係 者 か ら は 一 目 置か れ て いる 。 そ ん な 杉 を < 邊 二 し ん 人 に 半 
本 氏 が | 緊張 する ] と き が ある 。「 マ クラ ー レ ント F1 が 最初 に 日 本 に 入っ て 来 た と き 、 し て その 位置 に 収め て 上 
成田 まで 取り に 行き まし た 。 当 時 1 億 円 の クル マ で すか ら 。 さ す が に 緊張 し まし た 6 


ね 。 あ と ヘッ ド の シェ イク ダウ ン の と き 。 楽し み だ け ど 、 緊 張 も し ます ]」。 
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ーー ーー 和 還 2 


ノ 台車 の 後 端 の 位置 決め られ て お り 、 そ こ に き 
っ ちり 合わ せ て 置か れ て いる 。 写真 は 富士 だ が 、 
パドック に 目安 と な る 白線 が な い 場 合 は あら か 
じ め 規 制 線 が 敷 か れ て いる 。 


トレ ー ラ ー の 脇 は テン ト を 設営 する 場合 も ある 
の で 、 停 め る 位置 は セン チ 刻み 。 メ ジャ ー で 計 
る 様子 を 運転 手 が 上 か ら 見 守る 。 「 ど う 、 OK ? 」。 
チー ム 間 で スペ ー ス を 譲り 合う こと も ある 。 


LSW 
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| スー パーGT 設 営 の 段 肥 り | 
パドック の 奥 側 か ら 


セン チ 単 位 で 並べ て いく 


ひと 昔 前 の レー スズ 業 界 の 搬入 の 現場 は 、「 強 
い チ ー ム に 優先 権 あ り ] と いう 暗黙 の 了解 が 
あっ た 。 だ が それ で は 年 々 大 型 化 、 豪 華 化 し 
て いく GT で は 搬入 ・ 設 営 の 効率 は すこ ぶる 
悪く な る 。 そ こ で 、 基 本 的 に は パドック 奥 側 
か ら 順 番 に 入れ て いく よう に し た 。 各 トラ ッ 
ク は 前 日 に チー ム の ファ クト リー で マシ ン や 
機材 を 積み 、 そ の 足 で 移動 。 道中 は 燃料 補給 


Sg 


と 同時 に 、 洗 車 な ども 行なう 。 搬入 は 朝 8 時 
前 後 か ら 始ま る が 、 そ れ ま で 別 の 駐車 場 で 待 
機 す る 。 ホ テル で 前 泊 、 な ど は な く 、 シ ャ ワ 
ー は 高速 の SA や ガソリン スタ ンド で 済ま し 、 
トラ ッ ク の な か で 時 間 ま で 過ごす の が 基本 だ 。 
所 定 の 時 間 に な る と トラ ッ ク 運 転 手 対象 の ミ 
ー テ ィング が 行なわ れ 、 そ の 後 は 指示 に 従い 
順番 に パドック へ と 運ん で 行く 。 


切り 離さ れ た ヘッ ド は 、 パ ドッ ク と は 別 の 肛 


車場 に 置か れる 。 快晴 の 空 の 下 に ズラ リ と 並 


ぶ ト ラッ ク 群 は 壮観 。 興 味 が ある 人 は 。 レ ニー 
ス 観 戦 の と き に ぜひ 探し て みよ う 。 


へ 、 g ーーー- 
トレ ー ラ ー が 所 定 の 場所 に 置か れ た ら 、 な か か ら マ シン や 機 
材 な ど が 運び 出さ れ 、 さ っ そく レー ス の 準備 が 始ま る 。 そ の 
あい だ 中 、 放 置 さ れる の は じつは マシ ン だ っ た りす る 。 


2977 


台車 を 停め た 後 は 、 ヘ ッ ド を 切り 離す 。 そ の と き に あら わ に な る ヘッ 
ド の フレ ー ム な ど を 、 マ メ が な ドライバ パー は ワッ ツ ス が けず る 。 そ うい 
う 部 分 に も プロ 意識 が 見 える 。 


2//|20279 有 


台車 と ヘッ ド の 連結 は 、 台 車 側 の キン グ ピ ン 
と 呼ば れる 軸 と 、 ヘ ッ ド 側 の カプ ラ が 合体 す 
る こと で 可能 と な る 。 接続 する 場合 は 、 ト ラ 
ッ ク の 左右 を 合わ せ て ヘッ ド を バッ ク さ せる 。 


写真 の ちょ っ と 怖 そ う で ファ ン キ ー そ うな お 
じ さ ん は 、GT の 輸送 関連 を 仕切 る HK2 小 池 
龍 車 氏 。 事 前 の 調整 、 パ ドッ ク で の 誘導 、 安 
全 確 保 な ど 、 重 要 な 責務 を 負う 。 
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常に 自身 の 結果 を 振り 返り 、 日 々 の 鍛錬 を 惜しま な い プ ロ ド ラ イ バ ー た ち 
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難易 度 が も っ と も 高 
2 い の が SUGO。 写真 
向かっ て 左側 が その 
還 パドック だ が 、 ト ラ 
補 ン ポ が 狭い 場所 に 何 
列 も 連なっ て いる の 
| が 分 か る 。 現在 は ピ 
ッ ト レ ー ン 拡張 工事 
中 だ が 、 そ れ に よっ 
て パドック の 広 さ が 


間 と どう 変わ る の か 。 | 和議 議 「 UI N | 
コー ス 別 車庫 入れ 難易 度 ラン キン グ し ーーA、 
W NO ク グ 激 6 寺 遇 082 ク 信 誠 0: 半 衣 村人 層 IN 88b、 お 議 Rbe の 
極小 パ ド ノ の SUGO は ムズ テン ト が すでに 表層 され て いる 場合 は 一 転 、 急 に 難し く な る 。 
Circuit Difficulty 


スー パーGT 開 催 コ ー ス 中 、 も っ と も 難し い の は 
SUGO だ と いう 。 そ の 理由 は パドック が 狭い か ら 。 
他 の コー ス で は ホス ピタ リティ 用 の テン ト を 設置 し 
て も 、 こ こ で は スペ ー ス の 間 題 か ら 断 念 す る チー ム 
も ある 。 鈴鹿 は 広い イメ ー ジ が ある が 、 じ つ は ピッ 
トビ ル の 反対 側 に チー ム ス イ ー ト (チー ム が 使用 す 
る 小 部 屋 ) が ある た め 、 意 外 に パドック は 狭い と い 
う 。 も て ぎ は 、 パ ドッ ク に 通じ る 一 部 に "名 所 あり 。 
ここ を トラ ン ボ が 通過 する 様子 は 一 見 の 価値 あり 。 


スポ ー ツ ラン ド SUGO 福 文 文 文 
岡山 国際 サー キッ ト 庶 護 文 文 


鈴鹿 サー キッ ト 


ツイ ン リ ンク も て ぎ 


富士 スピ ー ド ウェ イ 宮 


左 の 写真 は トラ ッ ク が 
曲がり きれ す 立 ち 往 生 
し て いる 図 、 で は な い 。 


も て ぎ 名 物 の 地下 トン 
| ンタ パ ニン ia 
2 と し て いる 様 の 写真 の 個所 の 様子 を 、 ひ と つの 企画 と し て GT の YouTube 公 式 チ ャ ン ネ ル 
が アッ プ し て いる 。 ぜ ひご 覧 あれ (画像 は その 動画 の スク リー ン シ ョ ッ ト )。 
本 還 人 
5.》0s8 二 が 本 na の mr 
「 候 の 
7.09858W972 = 


先生 ) ct(( 全 | Ar の U 忌 澤 


「( 


前 | / 易 バ 入 2 2 2O2G 5 力 2 に 
/ 嘱 っ 2 を 52 が 43 を 5【23 
va て る リロ \ と し に さ の 1 ト N 
女性 も バリ バリ 活躍 『 に 低 は 場 み れ な は 誘 と 人 よ 起 声 の 
区 0 本 軸 生 EL MLITL < つ な 05020 当 の ia こ (8 朋 
及川 久美 子 @ ト ラン スウ ェ フ 較 証 早計 (el ea。 い だ 生 り 0 の 民 
BS 半 XUEESAASRGD と の 理 IN 汗 
小柄 な 女性 が 大 き な ト ラッ ク を 運転 す し 席 し 転 い き 合 ス 時 の 車 | 広 
る 姿 は 一 際 目立つ し 、 何 より カッ コ い い 。 の 9 と 98 上 人 2 
及川 久美 子 さ ん が レー ス 関 係 の 機材 を 運 = 側 見 側 杉 2 で ま ア ( 通 * れ だ 5U 記 
ぶよ うに な っ た の は 昨年 か ら 。 運転 手 に 所 か や か 側 本 ス 周 に りか の ? で と 
が る きら か が は | カコ 選 き の 二 930 ら に の NE 用 の 92m 際 は 
た か ら 」 だ 。 レ ー シ ン グ カ ー で は な く 、 本 2 2AP EMMA 02 
SE 0 に (の 4 症 に 】 ワー 当 『 ま ( 族 / 訪 く 本 
た と いう 。 通 常 ARTA の 機材 を 運び 、 レ ンコ 二 馬 | 2 た 記 RM2R 内 っ 000 拓 ま 7 
二 2 の 40ー 6920 0 ライノ リク ニー ベム の 
7 クウ カレ ラ ョ ン の お 手 信 VA る と 
の NR 物 の 積み 下ろ し も 基本 的 に は 仕事 の 一 部 で は あり 人 ク た 了 き 人 宮 8 夫 UE 上 
> と か で 見 か けた トラ ン ポ * 請 谷 物 の 積 基本 的 に の 一 部 で 6 い 、 ジン 人 UI ) 
4 9 人 ST 力 が 朋 い 女性 の 場合 は か な り の 重労働 に な る 。 だ が 間 る た を バ ラ に ツ 半 くい テ た は 
作ら 2 二 ス 関 休 人 5 こと の きっ 0 幸い チー ム ス タ ッ フ が 多く 、 人 負担 は 極少 と か 。 は か 較 | 2 ンク 停 ク の ら ま ラ め で 
で す 。 い ざ や っ て みる と 、 難 し いで すね 。 に 22 二 2 当 ク ョ ンド 車 0 さよ ae 補 
停め 方 の 正確 さ が 問わ れる 仕事 な の で 。 肢 レ ま に が 2 の 0 の 生き の mw ね MGM 介 可 あ 
普段 は と くに 練習 は し て いま せん が 、 日 8 4 
々 の 仕事 を と お し て 腕 を 磨い て いま す 。 人 EN 選 稚 衣 作 
め め つま くい が か な か っ だ な も っ と こ の O 菩 て ま | ク 基 側 る が き ツ く | 
う バ ッ ク す れ ば 良かっ た な 、 っ て 。 さ っ IG 4 こと STG 電 m 新沼 ク 仁 2 
きも 待機 場所 の 駐車 場 で 、 先 輩 か ら 怒ら 2 1D、 の 抽 GJHUSONINBI MG 
れ ま し た ( 笑 )。「 お 前 が 斜め に 停め て い 人 了 が ie 上 叶 Wi 放 
る か ら 、 そ こ か ら み ん な 斜め に な っ て い - 葉 9 ore WW プ 2 上 も す 向 側 0 ら ンス 
還 愛車 と 一 緒 に 。 街 で 1 違っ た と き 、 言 5 の 
る 」 っ て 。 カ ッ コ いい と 思わ れる 存在 に ご な 巨人 な トラ ッ ク の 叫 転 手 だ と は 思わ な い だ ろ ロ 3 Go 人 5/ の) は す し 
UDG ね う 。 愛車 の パワ ー は 450PS を 発揮 する 。 の し レレ き ぎ < 4 る 2 る コ 5 2 る か 
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/ 邊 NT SS 


ぶ 全 有 距 rrO 只 ご べき 当 


| 
礼 Z 7 了 RAMS だ 太 oo 


日 野 と スカ ニア が 

ヘッ ド は 国内 外 の メー カー が 製作 し て お り 、 昨 年 最 
終戦 で 確認 し た と ころ 、 以 下 の シ ェ ア に な っ て いた 。 
最近 で は 外国 メー カー の 人 気 が 高い よう で 、「 〇 〇 
社 の クル マ に 乗り た いか ら 今 の 運送 会 社 を 選ん だ ] 
と 語る ドラ イ バ ー も いる 。 そ の 理由 の ひと つ は 快適 
性 。 長 時 間 過 ご す ス ペー ス で あり 、 そ の 環境 も 大 事 
だ か ら だ 。 ま た 、 ト ラブ ル が 少な いこ と も 重要 。 輸 
送 途 中 で スト ッ プ し て 荷物 を 届け られ な いこ と は 、 
絶対 に 避け な けれ ば いけ な いか ら だ 。 


※2020 年 第 8 戦 富士 
編集 部 調べ 
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日 野 自動 車 19) 


[ML。945 Y | 
7.09252W78 


スカ ニア 


大 の 262|//2/72 


車内 を 見 せ て くだ さい 4 


佐藤 浩治 区 は トラ ンス ウェ ブ の 仙台 営業 所 に 所 属 
し 、 65 号 車 の 担当 。 仙台 か ら 別 の 仕事 の 荷物 を 運び 、 
その 足 で チー ム の ファ クト リー が ある 御殿 場 へ 。 レ 
ー ス ウイ ー ク 中 は チー ム ス タ ッ フ に 合流 せ ず 、 い っ 
た ん サー キッ ト を 後に し て 、 決 勝 日 に 再び 戻る 。 ト 
ラッ ク 運 転 歴 は 10 年 以上 で 、| 憧 れ だ っ た と いう 」 
スカ ニア を 操る 。 | この 仕事 は 大 変 だ けど 、 も う 翌 
れ ま し た ね 。 パ ドッ ク に 停め る と き は 、『 見 られ て 
いる ん だ ろう な 』| っ て 思う と 緊張 の 連続 で す ( 笑 )。 
一 発 で 入れ た いし 。 自 家用 車 は アル ファ ー ド に 乗っ 
て いま す が 。 ト ラン ポ と 区 べた ら 軽 の よう な も の で 
す 。 た だ 、 免許 が 大 事 な 仕 事 な の で オフ の と き は 運 
転 し た く な いで すね 。 仕事 で 事故 の 経験 は な いで す 


7.09452W378 7.092s2W272 


ハン ドル は 跳ね 上 げ が 可能 。 国 産 車 で 言う ウイ 
ンカ ー 用 の レバ パー が シフ トレ パー に な る 。 シ ー 
ト ポ ジ ショ ン も エア で 細か く 設 定 す る こと が で 
きる 。 (時 つ 6 る 


EZ 回) され 5 訪 デ シタ ル タ コ グラ ッッ 
(運行 記録 計 。 通称 デジ タコ ) 。 こ の 記録 を も と 
に 、 安 全 管 理 や 労務 管理 、 さ ら に は 燃費 の 向上 


コン le 
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浩治 @ ト ラン スウ ェ ブ 


が 、 急 ブレ ー キ を か けた こと は 何 回 か あり ます 。 東 
北 だ と 、 大 雪 で ホワ イト アウ ト に な る こと が よく あ 
っ て 、 突 然 視界 に 人 や クル マ が 出 て くる こと が ある 
ん で す 。 パ ワー は 450PS あっ て 、 ヘ ッ ド だ け だ と 
リヤ が 滑る の で 、 赤 信号 か ら の 発進 時 と か は ゆっ く 
り ア クセ ル を 踏む よう に し て いま す 」。 
視界 は か な り 高く 、 

< 0 シン 
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サフ ァ リ は この よう な イメ ー ジ も 強い が 、 


22 年 の ワー クス 昇格 カ 


K リ ー と ュ )5 立 で 公 で 査 模 つ し っ 還っ "NTJ 棋 信 レ つ H6 っ JJ つ きい に 葵 延 民 剛 で 一 紀和 SG っ J 
0 抽 2 SN 2 に ドド R 三 し ) S ン レ っ うっ 7K つ し レ つ 6 で AO いつ nm レ っ? 


写真 は 1993 年 の サフ ァ リ ラリ ー で の トヨ タ ・ セ リカ GT- 
今年 の ステ ー ジ は 当時 と は か な り 様 相 が 異な る よう だ 。 


FOUR (ST185)。 
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msー 写真 は 2020 年 シェ ズン の も の で す 。 
ーーーー 


7070A 


ゾ S ら アワ ソ // ぐ 


約 1 カ 月 の 短い シー ブン オフ を 経て 、 ま も な 
く WRC の 2021 年 シー デン が 始ま る 。 開幕 戦 
は 伝統 の |「 ラ リー・ モ ン テ カ ル ロ 」。 フ レン チ 
アル プス を 主 押 台 と する ター マッ クラ リー だ 。 
110 周 年 記念 大 会 と な る 今年 は 1 月 21 日 に フ 
ラン ス の ギャ ッ プ を スタ ー ト し 、24 日 に モナ 
コ で フィ ニッ シュ 。 コ ロナ 褐 に より 無 観客 開催 
と な り 、SS は 15 本 計 279.88km と 、 モ ン テ カ 
ル ロ 史 上 も っ と も 短い 競技 区 間 で の 戦い に 。 ま 
た 、 フ ラン ス 国 内 で 施行 中 の 夜間 外出 禁止 措置 


に より 、 名 物 の ナイ ト SS も 行なわ れ な いな ど 、 


例年 と は 様相 が か な り 異 な る 。 

その イレ ギュ ラー な 今年 の モン テ で 注目 すべ 
き は 、WR カ ー の タイ ヤ が ピレリ の ワン メイ ク 
に な る こと だ 。 20 年 まで は ほぼ ミシュ ラン の 
ワン メイ ク だ っ た が 、 今 季 か ら は ピレリ が コン 
トロ ー ル タイ ヤ を 供給 、。 そ の た め 、 各 チー ム と 
も ミシュ ラン 時 代 に 蓄積 し た デー タ が まっ た く 


【 プ レビ ュー】(30 分 ) 


〈 生 中 継 / 生 配信 予定 
生 中 継 予定 。 


【 速 報 Day2】(30 分 ) 


【 パ ワー ステ ー ジ 】 (90 分 ) 


J SPORTS の WRC 中 継 や 本 ( 生 中 継 生 配信 ) 


誌 で も お な じみ の モー ター ジ 
ャ ー ナ リス ト プ フ ォ ト グラ フ 
ァ ー。WRC を 中 心 に 、WEC、 
ーー リ パ ーー フ ブフ ォ ー ミ ュ ラ な ども 


精力 的 に カバ ー し て いる 。 各 ラ ウン ド を 振り 返る 。 


大 会 開催 前 に 各 戦 の 見 どこ ろ を 解説 。 


【 速 報 Daiyl サラ イブ ステ ー ジ 】(60<90 分 ) 


最終 日 の パワ ー ス テー ジ を 生 中 継 。 
【 レ ビュ ー】 (60 分 ) 識者 が 各 戦 を 深く 分 析 。 


モー ター スポ ー ツ ジャ ー ナ リス ト プ フ ォ ト グラ ファ ー 


Text : 古 貸 敬 介 (Keisuke Koga) 


使え な く な り 、 タ イヤ に 関す る 経験 値 が リセ ッ 
ト さ れる 。 モ ン テ は ター マッ ク 用 、 ウ エッ ト タ 
ー マ ッ ク 用 、 雪 道 用 の スタ ッ ド タイ ヤ お よび ス 
タッ ドレ スタ イヤ 等 、 タ イヤ の 種類 が 非常 に 多 
い 。「 タ イヤ ギャ ン ブ ル ・ ラ リー| と 言わ れる 
ほど 、 タ イヤ 選択 が 難し い イ ベン ト だ け に 、 ピ 
レ リ に シフ ト す る 今回 は 例年 以上 に タイ ヤ 選 び 
が 勝負 の カギ を 握る こと に な る だ ろう 。 
セバス チャ ン ・ オ ジ エ の ラス ト ・ モ ン テ カ ル 
口 も 見 逃 せ な い 。 引退 を 1 年 延ばし 、 今 季 も ト 
ヨタ で 戦う こと に な っ た オジ エ は 、14 年 か ら 
19 年 まで モン テ を 6 連 罰 し て いた 。 し か し 、 
トヨ タ 移 籍 後 の 初 戦 だ っ た 20 年 は ヒュ ンダ イ 
の ティ エリ ー・ ヌ ー ビ ル が 勝ち 、 連 勝 記録 が ス 


「WRC 世 界 ラ リー 選手 権 2021」 
J SPORTS 放送 概要 


Day3 の SS の 中 か ら 毎 戦 1 ステ ー ジ を 厳選 し 、 


Day2 の 結果 や ハイ ライ ト な ど を お 届け 。 


放送 時 間 
1 月 12 日 ( 火 ) 23.30)ms23:45 
1 月 20 日 ( 水 ) 224000222290 
1 月 23 日 ( 土 ) 002U0515 
1 月 24 日 (日 ) 80222000 
1 月 24 日 (日 ) 2Ui0021.45 
1 月 31 日 (日) 22U02258UM 


放送 スケ ジュ ー ル と 内 容 は 2021 年 1 月 8 日 ( 金 


「WRC 世 界 ラ リー 選手 権 2021 ナ ビ ] 


_ 古賀 敬介 さん の “モン テ の ピン ト " 


オジ エ の "氷雪 細 踏 会 を 見 よ 。 


トッ プ 。 それだけ に 、 最 後 の 出 場 と な る で あろ 
今 大 会 で は 積極 的 に 優勝 を 用 っ て くる は ず だ 。 

トヨ タ の ドラ イ バ ー ラ イン アッ プ は 20 年 と 
変わ ら ず 、 今 年 全 戦 に ヤリ ス WRC で 出場 する 
こと に な っ た 勝田 足元 の 活躍 に も 期待 が か か る 。 
20 年 の モン テ で は 、 ヤ リス WRC で キャ リア ベ 
スト の 総合 7 位 に 入っ た 。 ま た 、 最 終戦 ラリ ー 
・ モ ン ツ ァ で は 最終 ステ ー ジ で 初 の SS ベス ト 
タイ ム を 刻む な ど 、 い ま 貴 元 は ノリ に ノッ て い 
る 。 メ イン チー ム の 選手 で は な いた め 充 分 な テ 
スト を 行なえ な いま ま 本 番 に 臨む こと に は な る 
が 、 ト リッ キー な ラリ ー だ け に 、 ミ ス の な い 走 
り を 続け れ ば 20 年 以上 の 結果 を 残す こと も 可 
能 だ 。 彼 の 走り に も ぜひ 注目 し た い 。 


放送 配信 


ーー ゴブ 7 央 


【 プ レビ ュー】 ナ ーー ゴゴ 
【 速 報 Day1+ ラ イブ ステ ー ジ 】 プーme た 放し テー 
【 速 報 Day2】 だ ニー ゴゴ 
【 パ ワー ステ ー ジ 】 ビー ゴゴ を だ ) 
【 レ ビュ ー】 に ー ゴ ゴ * 


) 18 時 現在 の も の で す 。 放送 日 時 、 間 0e て  * こ 


あら か じ め ご 了承 くだ さい 。 詳し い 情 報 や 最新 の 情報 は ) SPORTS ホ ー ム ペー ジ で ご 確認 くだ 


「/ SPORTS https://www.jsports.co.jp 


J SPORTS カ スタ マー セン ター 人 0570-099-333 


お 問い 合わ せ 。 > 


年 中 無休 10:00<20:00 


(ナビ ダイ ヤル ノ 通 話 料 お 客 様 負担) 
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。 放 と ok 人 和 政 端 の 法 石 潤 笠寺 吹 計 圏 琉 ※ 


つい の 〇 主 冒 の R ロー ぎ d 軸 さ 馬 い 


結衣 瞳 ( 肢 ) 加 ぐー 


Hm の ぷ 〇 の コー6) 


(4 
々 


ペ 


| 吉 と 0k ろ の 中 っ ー 層 y | 「 陵 三 十 刺 」]|! 


トノ 


エー 斗 和 テーSL 由 党 


速報 


ロロ で 寸 出 ざ 由 潜 問 〇 計 


で と 畠 ③ 当 政 、Y 一 テハ 山 一 コミ ざ 貼 ご 


オー トス ポー ツ 読 者 の みな さん へ 


吊 各 引 


則 AUERS 


EBBRO 1/43 ス ケー ル モ デ ル 

REALIZE 日 産 自動 車 大 学校 GT-R 

SUPER GT GT300 2019 No.56 1 名 様 

月 一 ペー ス で 新 製品 が 登場 する EBBRO の 1/43 ス ケー ル モ デ 
ル か ら 、REALIZE 日 産 自動 車 大 学校 GT-R SUPER GT 
GT300 2019 No.56 を 1 名 様 に 。 そ の 他 の ライ ン ア ッ プ は 
エブロ の HP まで 。 

提供 : エム エム ピー 

URL : www.ebDbro.CO.jD 


アバ ルト コル セ フラ ッ ト ブ リム キャ ッ プ 1 名 様 

アバ ルト の レー ス 部 門 で ある アバ ルト コル セ 。 こ の キャ ッ プ 
は 、 同 部 門 の 設立 70 周 年 を 記念 し 、 新 た に 登場 し た も の で 、 
同 ブ ラン ドロ ゴ が 大 胆 に あし ら わ れ て いる 。 


ボッ シュ ネッ クス トラ ッ プ 3 名 様 

モー ター スポ ー ツ と 深い 関わ り を 持つ ボッ シュ か ら 、 カ ー ボ 
ン 調 の 生地 が 目 を 引く ネッ クス トラ ッ プ を 83 名 様 に 。 

提供 : ボッ シュ ジャ パン 

URL : https://www.bosch-motorsport.com 


回 スノコ ボー ル ペ ン (上 黒 ) 4 名 様 
スノコ か ら 、 同 社 の ロゴ が 配置 され た 黒 ボ ホール ペン を それ ぞ 
れ 1 名 様 に 。 
ご 希望 の カラ ー を 明記 の うえ ご 応募 くだ さい 。 
ボディ カラ ー : ライ トブ ルー ピン クイ エロ ー ホ ワイ ト 


ハガキ に 、 郵 便 番号 、 住 所 、 氏 名 、 年 齢 、 職 業 、 電 話 番号 を 明記 
し 、① 希 望 す る プレ ゼン ト の 番号 、② 今 号 で お も し ろか っ た 記事 と 
その 理由 、③ 今 号 で お も し ろく な か っ た 記事 と その 理由 、(④ 好 き な 
カテ ゴリ ー、⑤ 好 き な ド ライ バー、⑥ オ ー ト スポ ー ツ へ の 要望 を お 
書き の うえ 、 下 記 ま で お 送り くだ さい 。 


2021 年 1 月 29 日 (消印 


〒160-8461 東京 都 新宿 区 新宿 6-27-30 
新宿 イー スト サイ ドス クエ ア 7F 
株) 三栄 オー トス ポー ツ 編 集 部 | 1545 号 プレ ゼン ト 」 係 


JTB が 初 の 試み 
マイ カー 参加 型 の 鈴鹿 サー キッ ト 体験 ツア ー を 開催 


これ まで も F1 を は じ め と し た モー ター ス 内 容 な の で 、 興 味 の あ る 方 は 下記 サイ ト か 


上 SI(GN 8%O/AV84D) | INFORMATION | 気 に な る 情報 を 速攻 チェ ッ ク 
RT 


携帯 か ら も 応募 で きま す 
※ 携 帯 か ら の 応募 締め 切り は 2021 年 1 月 28 日 ( 木 ) で す ! 


携帯 か み ら の 応募 は 、 下 記 ア ドレ ス に アク セス し て くだ さい 。 ケ ー タ イ ・ コ ー ド 対応 
機種 を お 持ち の 方 は 右 QR コー ド か ら ア クセ ス で きま す 。 サ イト に アク セス し た 後 は 、 
サイ ト 内 の 指示 に 従っ て くだ さい 。 応募 は ひと り 1 回 と な り ま す 。 
住所 等 は 正確 に 入力 し て くだ さい 。 正確 に 入力 し て いた だ か な い 
と 商品 の 発送 が で き な い 場合 が あり ます 。 

※ 応 募 ハ ガキ 、 応 募 メ ー ル に よっ て お 預かり し た 各種 デー タ は メ 
ッ セ ー ジ の 誌面 へ の 掲載 、 プ レ ゼ ント 発送 、 弊 社 刊行 物 の ご 案内 
の 発送 以外 の 目的 に 使用 し ませ ん 。 


https://san-eishob0.jD/form/Dpub/3/as1545 


松田 次 生 が ゲス ト 出 演 
鈴鹿 市 バー チャ ルツ アー& ト ー ク ショ ー を 開催 


HIS が 1 月 30 日 ( 土 )、 三 重 県 鈴鹿 市 の 革 松 田 次 生 オ ン ラ イン トー クシ ョ ー 


ポー ツ の パッ ケー ジ ツ アー を 主催 し て きた 
JTB 旅 物語 が 、 2 月 20 日 ( 土 ) 21 日 (日 ) 
の 2 日 間 に わ た り 鈴鹿 サー キッ ト 体 感 型 ツ 
アー を 1 月 20 日 より 販売 を 開始 する 。 

徹底 し た コロ ナウ イル ス 感 染 対 策 の も と 
実施 され る この 鈴鹿 サー キッ ト 体 験 ツア ー 
は 、 通 常 貸 し 切り バス な どの 団体 で 行動 
する パッ ケー ジ と は 異な り 、 ツ アー 参加 者 
自身 が マイ カー で 移動 を する と いう 画 期 的 
な も の だ 。 

初日 の アク ティ ビ テ ィ の 目玉 は 、 夕 方 の 
30 分 間 に 設 けら れる 国際 レー シン グ コ ー 
ス 走 行 体験 な ど 。 国 内 外 の 上 級 カ テ ゴ リ 
ー で は 年 に 数 度 し か 見 られ な い 夕 刻 の 鈴鹿 
を 実際 に 体感 する 貴重 な 機会 だ 。 ま た 、 関 
係 者 以外 立ち 入る こと が で き な い 同 施設 
の バッ ク ヤ ー ド も 見 学 で きる 。 2 日 目 に は 
前 後 左右 の G ま で 再現 する ドラ イブ シミ ュ 
レー タ 体 験 や 、 モ ー タ ー ス ポー ツ の 溶接 技 
術 の 体験 イベ ント と し て 、 チ タン 製 の カッ 
プ に 焼き 色 を つけ る 貴重 な プロ グラ ム も 設 
定 さ れ て いる 。 

参加 料金 は 税込 み で 1 万 9900 円 。 と 
て も 本 項 だ け で は 語り 切れ な い ほ ど 濃 い 


し 選 <E し じい 。 
今後 の 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 感 
(GRMEDUS 内 容 の 変更 ある 
い は 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 


ーー ト 魅力 体感 モニ ター ツア ー 
@ 晶 程 : 2 日 (1 泊 2 日 ) 

価 お も な アク ティ ビ テ ィ : 

サー キッ トバ ッ ク ヤ ー ド 体験 ノ 鈴 鹿 ト ワイ 
ライ ト 体 験 走行 / シ ミュ レー タ 体 験 な ど 
借 ソ アー 料金 : 1 万 9900 円 (税込 み ) 
念 参 加 人 数 : 20 名 様 

信販 売 会 社 : JTB 旅 物語 

人 @UHRL : 
https://WwWwW.jtD.CO.jJD/med/chubu/ 


J/ ぢ 


オン ライ ン バ ー チ ャ ルツ アー を 実施 する 。 こ ご 
の バー チャ ルツ アー に は 、 国 内 トッ プ ド ラ 
イ バ ー で 、 近 年 は F1 の 解説 者 と し て も 活躍 
する 松田 次 生 選 手 が 招 か れ 、 |Z00M」 を 
介し て 開催 され る 。 

この ツア ー の 最大 の 特徴 は 、 同 地 の 特 
産品 を 電 能 で きる 点 。 A て C の 3 プラ ン が 
用 意 さ れ て お り 、 遠 隔 な が ら 次 生 選 手 と と 
も に その 区 の 技 を 体験 で きる 。 

また 、 こ の ツア ー の 後半 で は 次 生 選 手 
が F1 の 魅力 を 存 分 に 語る トー クシ ョ ー を 
開催 。 さ ら に 、 ド ライ ビン グ シ ミュ レー タ 
を 用 いた 鈴鹿 サー キッ ト の タイ ム ア タ ッ ク 
も 予定 され て いる 。 プ ラン の 各 料 金 は 右記 
に 詳 ほ い が 。 も っ と も シン プル な A コ ー ス 
で 税込 み 4980 円 か ら 。 
な お 、 イ ベン ト 開 催 日 ま 
で に 特産 品 の 宅配 を 完 
了 さ せる に は 1 月 18 日 
(月 ) まで に 予約 を 済ま 
せ て お く 必 要 が ある と の 
< 入 ど 千 。 0 
は 、 ぜ ひ 右 記 特 設 サ 
ト を 確認 され た し 。 


人 で 開催 日 時 : 

1 月 30 日 ( 土 ) 13 : 00~15 : 00 

念 使 用 フォ ー マ ッ ト : ZOO0M 

@ お も な 内 容 : 

鈴鹿 市 の 伝統 和菓子 体験 オン ライ ン ツ ア 
ー/ 正 1 ドー クシ ョ ー ン 松田 次 生 鈴 鹿 サ 
ー キ ッ ト タ イム アタ ッ ク な ど 

信 湖 加 費 用 : 

A コー ス : 4980 円 (税込 み ) 

B コー ス : 6580 円 (税込 み ) 

C コース : 1 万 4980 円 (税込 み ) 

信 詳 細 URL : 
https://Www.his-」.Ccom/oe/detail/T4 
/?area=O9&country=JPN&city=HOJ 
&product=HOJ1000 
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鈴鹿 市 の 魅力 を 再発 見 ! 
オン ライ ン ツ アー 
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の め り こ む 日 々 


Amd 父 と 息子 が 見 た 、 生 きも の と 乗り も の 


クル すばらし き ス ピー ド の せ 界 


のり ピッ トド ト * イ ン 
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好評 発売 中 


の め り こ ぞ 日 々 
https://as-web-sh0oD.jD/Droducts/detail/2430 の ah 


ラン チア 、 本 田 宗一郎 、 フ ェ ル スタ ッ ペ ン 、 馬 。 

ひと ひ の 絵 が ずん ずん 進歩 し て いく いっ ぽう 、 僕 は 、 ず うっ と 同じ 風景 の な か を 走り つづ け て いま す 。 
オヤ ジ か ら コ ドモ は で 、 鈴鹿 か ら シ ベリ ア は で 、 競馬 か ら 映 画 ま で ! 

クル マ に くわ し く な く (て も 楽し め る 、 モ ー タ ー ス ポー ツ 小 中 集 で す 。 
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